
　
政
府
の
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本

方
針
」、
い
わ
ゆ
る
「
骨
太
の
方
針
」
に
つ

い
て
、
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
の
保
険
料

負
担
見
直
し
の
た
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
活

用
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
が
判
っ
た
。

75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
は
、
金
融
所
得

等
も
含
め
て
健
康
保
険
料
の
支
払
額
が
決
ま

る
。
ほ
か
に
も
、
生
活
困
窮
世
帯
へ
の
給
付

に
つ
い
て
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
活
用
や
、「
健

康
保
険
証
と
の
一
体
化
」「
ワ
ク
チ
ン
接
種

履
歴
確
認
」
な
ど
も
検
討
課
題
と
し
て
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
骨
太
の
方
針
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
普
及
に
向
け
、
健
康
保
険
証
の

原
則
廃
止
を
目
指
す
と
し
て
い
る
。

（
関
連
記
事
＝
11
面
）

昨
年
秋
に
父

が
96
歳
目
前
で

他
界
し
た
。
両

親
が
鬼
籍
に
入

り
、「
次
は
自

分
の
番
か
」
と

思
う
瞬
間
が
あ
る
▼
手
前
味
噌

で
あ
る
が
、
父
が
他
界
す
る
ま

で
は
、
長
年
の
研
鑽
の
成
果
と

し
て
よ
う
や
く
的
を
得
た
診
断

や
適
切
な
（
と
思
う
）
処
置
方

針
の
提
示
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、「
や
っ
と
自
分
な
り
の
診

療
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
な

ぁ
、
思
え
ば
一
所
懸
命
努
力
し

た
よ
な
ぁ
」
と
自
画
自
賛
し
て

感
慨
に
ふ
け
る
こ
と
が
あ
っ

た
。
と
同
時
に
、
視
力
や
体
力

の
衰
え
な
ど
、
身
体
が
思
う
よ

う
に
動
か
な
く
な
っ
て
き
た
こ

と
に
地
団
駄
を
踏
ん
で
い
た
▼

今
、
歯
科
医
師
人
生
の
終
焉
が

迫
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
思
う

と
、
使
用
頻
度
の
少
な
い
薬
剤

（
材
）
や
器
材
の
購
入
に
一
瞬

た
め
ら
う
自
分
が
い
る
。
今
年

採
用
し
た
ス
タ
ッ
フ
の
未
来
も

心
配
に
な
る
。
長
く
担
当
し
て

き
た
患
者
さ
ん
の
こ
と
も
、
処

置
方
針
は
歯
科
医
師
ご
と
に
異

な
る
し
私
の
考
え
を
若
い
歯
科

医
師
に
強
要
す
る
の
も
違
う
よ

う
に
思
う
▼
き
っ
と
諸
先
輩
方

も
通
っ
た
路
な
の
だ
ろ
う
が
、

ど
う
す
べ
き
な
の
か
今
と
な
っ

て
は
教
え
を
乞
う
わ
け
に
も
い

か
な
い
。「
少
年
老
い
易
く
学

成
り
難
し
」
で
あ
る
。(

Ｋ)

News　View

「歯科医療課題等に関する
　政党アンケート」　参議院選挙

会員寄稿「声」
 ・歯科はなぜ疲弊しているのだろうか？
 ・今後不可欠な「訪問歯科」　現場の視点で見る改定

症例研究　2022 年度診療報酬改定
　初期の根面う蝕のF局および咬調

経営・税務相談Q＆A　No.393
　賞与・退職金～導入で気を付けることは？～

IT相談室　永田康祐（クレセル株式会社）
　インターネットに関するプロバイダーの選び方

一般社団法人
日本歯科審美学会 理事長

前東京都中央区保健所長
社会保険診療報酬支払基金 理事

東洋経済新報社
編集局報道部記者

75
歳
以
上
保
険
料
決
定
に

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」
活
用
も
検
討

経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
医
療
機
関
で

の
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
に
関
し
て
政
府
は
、
医
療

機
関
で
の
必
要
な
シ
ス
テ
ム
の
導
入
の
義
務
化
と
、

本
年
４
月
に
新
設
し
た
ば
か
り
の
「
電
子
的
保
健
医

療
情
報
活
用
加
算
」の
廃
止
を
行
お
う
と
し
て
い
る
。

第50回 定期総会のご案内 記念講演 定期総会議案書

第 5 0 回 定期総会議案書を、６月上旬に
郵 送 物の登 録 先にお 送りいたします。
「２０２１年度活動のまとめ」「情勢」「２
０２２年度活動計画」等を掲載していま
す。会員におかれましては、ぜひご覧く
ださい。

坪田 有史
全国保険医写真展（関連記事＝11面）
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東
京
の
歯
科
診
療
所
の
参
加
率
は
８
・
１
％

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
の
運
用
を
開
始
し
た
医
科
・
歯
科
医
療
機
関
お
よ
び

保
険
薬
局
数
は
、
５
月
８
日
現
在
で
４
万
３
０
７
６
医
療

機
関
等
で
参
加
率
18
・
７
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
う
ち
、
全
国
の
歯
科
医
療
機
関
数
で
は
８
９
９
３

施
設
で
同
12
・
７
％
、
東
京
の
歯
科
医
療
機
関
数
で
は
８

８
４
施
設
で
同
８
・
１
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
あ
え
て
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
理
由
が
少
な
い
こ
と
だ

け
で
は
な
く
、
導
入
後
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
コ
ス
ト
、
例
え

ば
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
や
故
障
対
応
な
ど
シ
ス
テ
ム
維
持

に
伴
う
コ
ス
ト
は
、
す
べ
て
医
療
機
関
の
負
担
と
な
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
協
会
で
は
導
入
の
手
上
げ
を
す
る

歯
科
医
療
機
関
は
少
な
い
も
の
と
分
析
し
て
い
る
。

４
月
に
新
設
し
た
加
算
を
廃
止

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
普
及
に
向
け

資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
の
義
務
化
な
ど
も
検
討

導
入
キ
ャ
ン
セ
ル
で

負
担
発
生
の
可
能
性
も

こ
れ
に
対
し
て
厚
生
労
働
省
は
、
２
０
２
２
年
度
診
療
報

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
普
及
さ
せ
、
国
民
の
医
療
情

報
を
管
理
、
活
用
し
た
い
政
府
は
、
医
療
機
関
へ
の
導
入

を
義
務
化
す
る
方
針
を
新
た
に
打
ち
出
し
、
政
府
が
６
月

中
に
取
り
ま
と
め
る
予
定
の
、
い
わ
ゆ
る
「
骨
太
の
方
針

２
０
２
２
」
に
盛
り
込
む
方
向
を
示
し
て
い
る
。

　
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
導
入
に
つ
い
て
も
問

題
が
出
始
め
て
い
る
。
カ
メ
ラ
内
蔵
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
の
本
体
は
、
支
払
基
金
か
ら
無
償

で
提
供
す
る
と
し
て
導
入
の
申
し
込
み
を
受

け
た
後
、
一
定
期
間
経
過
後
に
キ
ャ
ン
セ
ル

を
行
っ
た
場
合
の
本
体
費
用
は
医
療
機
関
負

担
と
な
り
、
相
談
や
戸
惑
い
の
声
も
全
国
で

相
次
い
で
い
る
。

酬
改
定
の
中
で
、
新
た
に
電
子
的
保
健
医
療
情
報
活
用
加
算

（
初
診
時
７
点
・
再
診
時
４
点
を
加
算)

を
導
入
し
、
医
療

機
関
に
対
し
て
経
済
的
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
た
。

　
し
か
し
、
医
療
機
関
に
シ
ス
テ
ム
導
入
を
促
す
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
の
費
用
が
、
制
度
を
利
用
す
る
患
者
が
負
担
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
点
に
対
し
て
患
者
自
身
が
反
発

し
、
急
き
ょ
、
加
算
を
廃
止
す
る
動
き
に
な
っ
た
。

　
今
次
改
定
で
の
歯
科
診
療
報
酬
の
改
定
率
は
、
公
称
わ

ず
か
０
・
29
％
増
で
し
か
な
い
。
削
除
さ
れ
た
項
目
の
影

響
を
勘
案
す
れ
ば
、
マ
イ
ナ
ス
改
定
と
の
評
価
も
あ
る
。

電
子
的
保
健
医
療
情
報
活
用
加
算
の
評
価
と
は
別
に
、
初

診
料
や
再
診
料
へ
の
加
算
の
廃
止
は
診
療
所
経
営
に
も
影

響
す
る
重
大
な
問
題
だ
。
ま
し
て
、
改
定
を
実
施
し
た
翌

月
に
、
中
医
協
を
飛
び
越
え
て
〝
廃
止
〞
に
向
け
た
動

き
が
あ
る
な
ど
前
代
未
聞
で
あ
る
。

■ 協会では現場からの声を
厚労省や政府に届けていま
す。ご意見はこちら▼
info@tokyo-sk.com

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

原
則
義
務
化
４
月
導
入

４
月
導
入 

初
電
・
再
電

初
電
・
再
電 

廃
止
廃
止

　

歯
科
医
療
従
事
者
か
ら
相
談
相
次
ぐ

　

歯
科
医
療
従
事
者
か
ら
相
談
相
次
ぐ

診

療

報

酬
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厚
生
労
働
省
保
険
局
医

療
課
が
２
０
２
２
年
２
月

２
日
に
発
出
し
た
事
務
連

絡
に
よ
り
、
今
年
４
月
以

降
、
移
転
ま
た
は
法
人
化

な
ど
に
よ
り
遡
及
し
た
場

合
の
新
規
指
定
時
集
団
指

導
及
び
新
規
個
別
指
導
の

対
象
が
変
更
に
な
っ
た
。

主
な
変
更
点
と
し
て
、

新
規
個
別
指
導
ま
た
は
個

別
指
導
を
受
け
て
い
な
い

医
療
機
関
が
遡

及
し
た
場
合
、

今
ま
で
は
遡
及

後
の
医
療
機
関

は
新
規
個
別
指

導
の
対
象
外
と

し
て
い
た
が
、

４
月
以
降
は
新

規
個
別
指
導
の

対
象
に
な
る

（
下
表
参

照
）。
な
お
、

頻
繁
に
統
合
や

吸
収
が
行
わ
れ

る
チ
ェ
ー
ン
薬

局
な
ど
は
該
当

す
る
例
が
あ
る

と
思
わ
れ
る

が
、
一
般
歯
科

診
療
所
で
は
稀

で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

ま
た
、
遡
及

前
の
医
療
機
関

が
新
規
個
別
指

導
ま
た
は
個
別

指
導
を
受
け
て
い
る
場
合

は
、
①
遡
及
後
の
開
設
者

・
管
理
者
が
ど
ち
ら
も
別

人
に
な
っ
た
場
合
、
②
遡

及
後
の
開
設
者
・
管
理
者

の
い
ず
れ
か
が
同
一
人

で
、
指
導
結
果
が
「
再
指

導
」
で
あ
っ
た
も
の
の
再

指
導
が
未
了
の
場
合

は
、
遡
及
後
の
医
療
機
関

を
新
規
個
別
指
導
の
対
象

に
す
る
と
し
て
い
る
。

歯科はなぜ疲弊して

いるのだろうか？
太田 順子 （おおた ・ じゅんこ） /  文京区

遡
及
に
よ
る
新
規
個
別
指
導

４
月
か
ら
対
象
変
更

表：遡及した場合の新規個別指導の対象の取り扱い（4月以降。事務連絡から協会作成）表：遡及した場合の新規個別指導の対象の取り扱い（4月以降。事務連絡から協会作成）

※※１１：ここでいう指導とは、新規個別指導または個別指導をいう。：ここでいう指導とは、新規個別指導または個別指導をいう。
※※２２：新規個別指導の対象とはならないが、個別指導の対象になる。：新規個別指導の対象とはならないが、個別指導の対象になる。

①遡及前の医療機関での指
導の有無※１

②遡及後の医療機関の開設者
・管理者

③遡及前の医療機関で
実施された指導の結果 新規個別指導の対象

指導を受けていない － － → 対　象

指導を受けている

どちらも別人 － → 対　象

どちらかが同一人
「概ね妥当」「経過観察」「要監査」 → 対象外

「再指導」で、再指導が未了な場合 → 対　象

どちらも同一人
「概ね妥当」「経過観察」「要監査」 → 対象外

「再指導」で、再指導が未了な場合 → 　 対象外※２

２
０
２
０
年
度
か
ら
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―

19
が
日
本
で
も
流
行
し
始
め
、
医
療
費

は
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
２
０
１
９
年
度
と
１
９
８
９

年
度
の
国
民
医
療
費
を
比
較
し
た
。

１
９
８
９
年
、
歯
科
医
療
費
を
除
く

国
民
医
療
費
は
17
兆
７
６
７
３
億
円
で

あ
っ
た
。
30
年
後
の
２
０
１
９
年
に
は

41
兆
３
７
4
５
億
円
。
医
科
の
医
療
費

は
右
肩
上
が
り
に
上
昇
し
て
い
る
。

一
方
、
歯
科
医
療
費
は
、
ほ
ぼ
横
ば

い
で
推
移
し
、
１
９
８
９
年
は
1
兆
９

６
１
７
億
円
。
２
０
１
９
年
は
３
兆
１

５
０
億
円
で
あ
っ
た
。
歯
科
の
設
備
投

資
額
、
必
需
品
は
30
年
間
で
増
え
て
い

る
。
歯
科
技
工
物
に
必
要
な
金
属
も
高

騰
の
一
途
を
辿
り
、
歯
科
で
は
、
赤
字

に
な
る
保
険
治
療
が
増
え
、
疲
弊
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

故
伊
藤
雅
治
元
医
政
局
長
に
、
歯
科

点
数
の
改
善
方
法
に
つ
い
て
伺
っ
た
こ

と
が
あ
る
。「
歯
科
医
は
馬
鹿
だ
か
ら

仕
方
な
い
」
と
即
答
さ
れ
た
。「
歯
科

は
不
正
請
求
を
し
た
者
を
助
け
よ
う
と

す
る
が
、
医
科
は
そ
ん
な
こ
と
は
し
な

い
。
そ
れ
で
は
い
く
ら
医
療
費
が
あ
っ

て
も
足
り
な
く
な
る
。
そ
ん
な
こ
と
を

す
る
歯
科
医
を
助
け
よ
う
と
は
誰
も
考

え
な
い
」
と
の
お
話
を
い
た
だ
い
た
。

現
職
の
厚
生
労
働
省
幹
部
に
も
同
じ

質
問
を
し
た
。
そ
の
際
は
、「
保
険
点

数
は
世
論
を
反
映
す
る
」
と
の
返
答
を

得
た
。

国
民
は
、
歯
科
業
界
を
ど
の
よ
う
に

見
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
？
「
お
医
者

様
」
と
い
う
言
葉
は
あ
っ
て
も
「
歯
医

者
様
」
と
い
う
言
葉
は
な
い
。
医
師
国

家
試
験
問
題
漏
洩
事
件
は
な
い
が
、
歯

科
医
師
国
家
試
験
問
題
漏
洩
事
件
は
あ

る
。
日
本
医
師
連
盟
に
政
治
資
金
規
正

法
違
反
事
件
は
な
い
が
、
日
本
歯
科
医

師
連
盟
に
は
あ
る
。
複
数
の
歯
科
大
学

が
、
文
部
科
学
省
か
ら
不
適
切
校
と
判

断
さ
れ
、
私
立
大
学
等
経
費
補
助
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
に
あ

る
。
不
適
切
校
と
さ
れ
る
古
く
か
ら
あ

る
歯
科
大
学
が
、
歯
科
医
療
界
の
要
職

を
独
占
し
、
後
か
ら
設
立
さ
れ
た
歯
科

大
学
を
新
設
校
と
呼
ん
で
い
る
。
し
か

し
、
設
立
か
ら
半
世
紀
以
上
を
経
過
す

る
大
学
を
新
設
校
と
呼
ぶ
習
慣
は
他
学

部
に
は
な
い
。

社
会
的
公
平
性
、
透
明
性
、
常
識
を

持
た
な
い
業
界
に
未
来
は
な
い
。
襟
を

正
し
、
歯
科
医
師
自
身
で
業
界
を
見
直

す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

私
は
、
歯
科
訪
問
診
療
を
メ
イ
ン
に

行
っ
て
い
る
。
そ
の
視
点
か
ら
２
０
２

２
年
度
の
診
療
報
酬
改
定
の
「
20
分
未

満
に
お
け
る
歯
科
訪
問
診
療
料
の
減
算

の
見
直
し
」「
通
信
画
像
情
報
活
用
加
算

の
新
設
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と

思
う
。

訪
問
診
療
の
点
数
は
、
歯
科
訪
問
診

療
料
１
・
２
・
３
に
分
か
れ
る
。
そ
れ

ぞ
れ
、
同
一
の
建
物
に
居
住
す
る
患
者

数
に
よ
っ
て
算
定
が
分
か
れ
て
い
る
。

今
回
は
患
者
１
人
に
つ
き
、
診
療
に
要

し
た
時
間
が
20
分
未
満
だ
っ
た
場
合
の

点
数
の
改
定
が
行
わ
れ
た
。

歯
科
訪
問
診
療
時
に
行
わ
れ
る
診
療
行

為
の
構
成
比
率
が
、
歯
科
訪
問
診
療
料

１
に
お
い
て
は
「
補
綴
・
義
歯
関
係
（
修

理
・
調
整
・
指
導
）」
や
「
補
綴
・
義
歯

関
係
（
新
規
製
作
）」、
歯
科
訪
問
診
療
料

３
に
お
い
て
は
「
口
腔
衛
生
」
や
「
医

学
管
理
」
が
多
く
、
そ
の
よ
う
な
実
態

に
合
わ
せ
て
点
数
改
定
が
な
さ
れ
た
。

私
自
身
は
在
宅
の
歯
科
訪
問
診
療
が

多
い
。
患
者
が
治
療
を
拒
否
し
た
り
、

患
者
本
人
の
体
調
に
よ
り
20
分
未
満
の

診
療
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
想
定
さ

れ
る
。
そ
う
考
え
る
と
、
今
回
の
点
数

改
定
に
関
し
て
は
、
在
宅
の
歯
科
訪
問

診
療
の
現
実
を
前
向
き
に
評
価
さ
れ
た

と
捉
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
歯
科

訪
問
診
療
を
ま
だ
開
始
し
て
い
な
い
、

こ
れ
か
ら
始
め
よ
う
と
考
え
て
い
る
先

生
方
に
と
っ
て
も
良
い
こ
と
だ
と
考
え

て
い
る
。

さ
ら
に
、「
通
信
画
像
情
報
活
用
加

算
」
が
新
設
さ
れ
た
。
歯
科
訪
問
診
療

を
行
っ
て
い
る
歯
科
診
療
所
で
は
、
歯

科
衛
生
士
が
単
独
で
診
療
を
行
う
こ
と

も
あ
る
。
そ
の
時
に
、
口
腔
内
の
異
常

に
気
付
き
、
主
治
医
に
連
絡
し
、
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
観
察
す
る
こ
と
で
算
定
で

き
る
点
数
と
な
る
。

す
で
に
行
っ
て
い
る
歯
科
医
院
も
多

い
と
思
う
が
、
今
回
点
数
が
新
設
さ
れ

た
。
歯
科
衛
生
士
単
独
で
訪
問
を
す
る

こ
と
に
、
不
安
を
抱
い
て
い
る
歯
科
衛

生
士
も
少
な
く
な
い
た
め
、
そ
の
不
安

を
解
消
す
る
点
数
だ
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
歯
科
訪
問
診

療
が
不
可
欠
に
な
っ
て
く
る
。
歯
科
訪

問
診
療
の
始
め
方
が
わ
か
ら
な
い
先
生

は
、
ぜ
ひ
協
会
に
相
談
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

今後不可欠な「訪問歯科」

現場の視点で見る改定
池川 裕子 （いけがわ ・ ゆうこ） ／  葛飾区

会員寄稿　「声」

厚
生
労
働
省
は
、
４
月
28
日
に
訂
正
通
知
を
発
出
し
、
電
子
的
保
健
医
療
情
報
活
用
加
算
お
よ

び
口
腔
細
菌
定
量
検
査
時
の
レ
セ
プ
ト
の
摘
要
欄
記
載
を
不
要
と
し
た
。

ま
た
、
５
月
13
日
に
発
出
し
た
疑
義
解
釈
に
お
い
て
、
電
子
的
保
健
医
療
情
報
活
用
加
算
（
初

電
、
再
電
）
に
つ
い
て
は
、
診
療
情
報
が
存
在
し
な
い
場
合
に
は
初
診
時
に
初
電
３
点
を
算
定
で

き
る
が
、
再
診
時
は
再
電
４
点
を
算
定
で
き
な
い
取
り
扱
い
を
示
し
た
。
当
該
加
算
を
算
定
し
て

い
る
医
療
機
関
は
ご
注
意
い
た
だ
き
た
い
。
な
お
、
当
該
訂
正
通
知
お
よ
び
疑
義
解
釈
な
ど
か

ら
、
５
月
上
旬
に
会
員
に
お
送
り
し
た
「
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
（
２
０
２
２
年
４
月
版
）」
に

同
封
し
た
正
誤
表
に
左
記
内
容
を
追
加
・
修
正
の
上
、
ご
活
用
を
い
た
だ
き
た
い
。

初
電
・
再
電
の
摘
要
欄
記
載
不
要
に

歯
科
診
療
報
酬

　
診
療
情
報
が
な
い
場
合
初
電
３
点
の
み
算
定
可
能

ページ/内容 訂正箇所 誤 正

P.２０
【訂正】 電子的保健医療情報活用加算の「レセプト」 全体その他欄に点数および回数，摘要欄に

「初電」「再電」と記載．
全体その他欄に「初電７×１」「再電４×
１」などと記載．

P.２０
【追加】 電子的保健医療情報活用加算の「メモ」

取得が困難な場合とは．個人番号カードの不
携帯，破損，電子証明証が失効している場合
などをいう．

取得が困難な場合とは．個人番号カード
の不携帯，破損，電子証明証が失効して
いる,電子資格確認を行ったが患者の診
療情報が存在しなかった場合などをいう．

P.２６
【訂正】

Ｆ局の対象患者別の算定一覧の「エナメル質初期
う蝕患者」 歯管・特疾管の算定，15歳以下 歯管の算定，口腔内カラー写真

P.１０３
【追加】 口腔内装置の早見表　注釈

※２　月に１回算定できる．ただし，装着月
は算定できない。他院製作の装置の場合も算
定できる

※２　月に１回算定できる．ただし，装
着月は算定できない。顎関節治療用装置
は，他院製作の装置の場合も算定できる

P.1 ４１
【削除】 口腔細菌定量検査の「レセプト」 摘要欄に「口菌検」と記載する． 摘要欄に「口菌検」と記載する．

P.１４６
【訂正】 歯周病重症化予防治療の「レセプト」

摘要欄に２回目以降は「P重防前回〇年〇
月」と記載する．なお，初回は「初回（P重
防）」と記載する．

摘要欄に前回のP重防またはSPTの算定
年月を記載する．なお，初回（初診月を
除く）は「初回（P重防）」と記載する．

P.1 ４９
【追加】 歯周病安定期治療の「レセプト」 （追加記載）

摘要欄に前回のSPTまたはP重防の算定
年月を記載する．なお，初回（初診月を
除く）は「初回（SPT）」と記載する．

全症例ページ
【訂正】

レセプト様式
投薬・注射欄
注射の項

一般・加算共通　　注　20×　32× 一般・加算共通　　注　22×　34×

表表１１：疑義解釈（電子的保健医療情報活用加算）：疑義解釈（電子的保健医療情報活用加算）

表表２２：正誤表の追加（歯科保険診療の研究：正誤表の追加（歯科保険診療の研究２０２２２０２２年年４４月版、月版、５５月月１１日付）日付）

（問）区分番号「Ａ０００」初診料の注 12 に規定する電子的保健医療情報活用加算について、電子資格確認を行った結果、患者の診療情報等が存在しなか
った場合は、ただし書の「当該患者に係る診療情報等の取得が困難な場合」に該当すると考えてよいか。

（答）よい。
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　経営・税務相談Q＆A  No.393　

A １ 賞与を支払う場合、就業規則等で定
め、賞与規定等の作成が必要になります。
就業規則等で定める場合は、裁量性を確保
するため、「勤務評価、事業の業績を勘案
して支払う」「事業の業績などにより支給
しないこともある」などの明記はしておき
ましょう。
　退職金支給についても、労働基準法第89
条１項３号の２には「退職手当に関する事
項はこれについて規定する場合に就業規則
に定めなければならない」としています。
労働契約や退職金規程などで支給率(額)や
支給条件などを定めることをおすすめしま
す。また、退職金制度の導入前には、退職
金制度の目的や将来の財務への影響等をし
っかりと検討する必要があります。目的
は、優秀な従業員を採用する、従業員に長

A ２ 賞与は毎月の賃金と違い、必ず支給
しなければいけないものではありませ
ん。賞与規定の中で自由に定めることがで
きます。賞与規定に特に記載がなければ、
支給日に在籍していない職員に支給する義
務はありません。ただし、計算対象期間に

A ３ 就業規則等に退職金の規定があり、
かつ支給条件等の記載がある場合には、賃
金の一部とみなされ、労働基準法第24条の
適用を受けるため、本人への支払いが原則
となります。代理人への支払いも認められ
ません。事前に本人から指定がない場合に
は、退職金の口座への振込も不適当と判断
される可能性があります。
　退職金の請求権は５年が時効であり、そ
の間、診療所で保管する必要があります。
時効まで保管することが負担となる場合
は、法務局の供託所へ供託することも可能
です。供託することで、退職金の支払い義
務は果たしたとみなされます。解雇した従
業員が請求しなかった場合は、その法務局
に取戻請求をすれば戻ってくるシステムと
なっています。

賞与・退職金
～ 導入で気を付けることは？ ～

在籍した職員に対して、過去に支給してき
た労使慣行がある場合は、支給を請求され
た際、賞与の支払いが必要になる場合があ
ります。支給日前に退職した職員への賞与
の支払いを避けたいということであれば、
あらかじめ賞与規定に「賞与支給日に在籍
している者にのみ支給する」という一文を
入れておくことをおすすめします。

期にわたり勤務してもらうなど様々です。
より良い人材の確保や定着を高めるために
も、財務とのバランスを考えながら進めて
ください。併せて、将来の負担に関するシ
ミュレーションも実施してみてください。
　また、退職金制度は各診療所が給付額等
を自由設計できる退職一時金制度や、中小
企業退職金共済事業本部が運営を行ってい
る中小企業退職金共済制度(以下、「中退
共」)などがあります。中退共は、単独で
は退職一時金制度や企業年金制度をもつこ
とが困難な中小企業を対象にした制度で
す。掛金の一部に対し国から助成を受ける
ことができる一方、途中での解約や減額は
難しいなどのデメリットもあります。制度
により仕組みや税制も異なるため、診療所
経営において何が適しているかをよく考え
たうえで、退職金制度の導入を行ってください。

 

  

協会の顧問弁護士と顧問税理士が回答いたします。  

日日  時時：：６月 1６日（木） 午後 2 時～5 時 

定定  員員：：6 名（各３名。相談時間は 1 人 1 時間以内） 

場場  所所：：東京歯科保険医協会 会議室 

要要予予約約：：03－3205－2999（担当：経営管理部） 

※予約は、受付順とさせていただきます。 
 

無料相談トトララブブルル防防止止はは早早めめのの対対処処ががポポイインントト  

法法律律相相談談、、経経営営＆＆税税務務相相談談  

ながた ・ こうすけ 歯科

専門にサイト製作、運

用、コンサルティング

を行い歯科関連サイト

の運用は常時120件を

数える。

診
療
所
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線

を
引
い
て
い
る
先
生
は
多
い
と
思
い

ま
す
が
、「
そ
の
回
線
の
プ
ロ
バ
イ
ダ

が
ど
こ
か
ご
存
知
で
す
か
？
」
と
い

う
質
問
に
答
え
ら
れ
る
方
は
少
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

開
業
時
に
業
者
に
一
括
で
お
願
い

を
し
て
、
そ
れ
っ
き
り
と
い
う
パ
タ

ー
ン
が
ほ
と
ん
ど
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ネ
ッ
ト
回
線
が
高
速
道
路
だ
と
し

た
ら
プ
ロ
バ
イ
ダ
は
高
速
の
料
金
所

だ
と
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
高
速

道
路
と
い
う
イ
ン
フ
ラ
を
使
用
す
る

た
め
に
、
世
界
中
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

を
繋
ぐ
環
境
整
備
や
付
属
サ
ー
ビ
ス

を
一
括
し
て
行
い
、
利
用
者
か
ら
料

金
を
徴
収
し
ま
す
。
厳
密
に
は
、
ネ

ッ
ト
回
線
と
プ
ロ
バ
イ
ダ
は
別
業
者

で
す
の
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
開
通

さ
せ
る
に
は
２
つ
の
業
者
と
契
約
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
現
在
で
は
契

約
を
煩
雑
に
し
な
い
た
め
に
、
ネ
ッ

ト
回
線
業
者
と
プ
ロ
バ
イ
ダ
の
請
求

書
が
一
本
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
同
列
会
社
が

ど
ち
ら
も
行
っ
て
い
る
場
合
な
ど
）。

大
切
な
の
は
、
回
線
業
者
と
プ
ロ

バ
イ
ダ
は
別
々
に
選
べ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
建
物
に
よ
っ
て
回
線
工
事

が
可
能
な
業
者
が
少
な
い
可
能
性
も

あ
り
ま
す
が
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
は
個
別

に
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
回

線
業
者
を
変
え
ず
に
プ
ロ
バ
イ
ダ
だ

け
の
変
更
も
可
能
で
す
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
は
同
じ
も
の
で
も
、ド
コ
モ
、

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
、
ａ
ｕ
な
ど
の
キ
ャ

リ
ア
を
変
え
ら
れ
る
の
と
感
覚
的
に

は
近
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

で
は
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
を
ど
の
よ
う

に
選
ぶ
か
。
ポ
イ
ン
ト
は
「
回
線
の

安
定
性
」「
料
金
」「
速
度
」
の
３
点

で
す
。
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
な
ど
の
付

加
サ
ー
ビ
ス
が
差
別
化
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
快
適
性
は
以
上
３
点
で
決
ま
り
ま

す
。
回
線
が
不
安
定
で
よ
く
切
れ
た

り
、
速
度
が
遅
か
っ
た
り
す
る
と
ス

ト
レ
ス
が
溜
ま
り
ま
す
し
、
同
様
の

快
適
性
で
あ
れ
ば
料
金
で
選
ん
で
も

良
い
と
思
い
ま
す
。

プ
ロ
バ
イ
ダ
が
ど
う
い
う
も
の
か

を
理
解
し
て
い
れ
ば
、
選
定
の
優
先

順
位
は
お
の
ず
と
決
ま
っ
て
き
ま

す
。
今
契
約
し
て
い
る
プ
ロ
バ
イ
ダ

を
ぜ
ひ
点
検
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

Q１　当院では賞与制度・退職金制度がなか
ったが、法人化するにあたり取り入れること
とした。注意すべきことはあるか？

Q２　賞与について、12 ～５月を試算期間と
し、６月払いとしている。５月末に勤務して
いた職員が退職する場合、賞与の支払い義務
は発生するのか。

Q３　所在がわからなくなった従業員を解雇
した。退職金の取り扱いはどうすればいいか。

インターネットに関する 
プロバイダの選び方

永田康祐（クレセル株式会社）

相
談
室

I TI T診療報酬 改 定 　 関 連 書 籍

歯科疾患

管理計画書

協会では、「歯科疾
患管理料（初回）」、
「歯科疾患管理料（継
続）」、「歯科衛生実地
指導料」、「クラウン・
ブ リ ッ ジ 維 持 管 理
料」、「新製有床義歯管
理料」など、患者さん
にお渡しする文書を販
売しております。
診療中でも記載しや
すい複写式となってい
ます。ぜひ、ご利用く
ださい。

◆書籍代：500円/ １冊（Ｂ５版２枚複写。１冊50組｡ 記載例付き。）
　※料金は、書籍代の他、送料・代引手数料がかかります。お受け取り
　　際、宅配業者にお支払いください。送料・代引手数料は重さ、大きさ、
　　料金によって異なります。
◆ご注文はＦＡＸ（03-3209-9918）で受け付けております。
◆ご郵送先は、会員のご登録通信先になりますのでご了承ください。
◆発送は、ご注文後、3 ～ 4日かかる場合がございます。余裕をもって
　ご注文をお願いします。

体裁　Ｂ５版
価格　各５００円
（税込、送料・代引き手数料別）



な
け
れ
ば
、
患
者
さ
ん
は
決
し

て
心
身
と
も
に
健
康
を
取
り
戻

し
た
と
い
う
実
感
は
得
ら
れ
ま

せ
ん
。
実
際
、
患
者
さ
ん
は
歯

の
機
能
回
復
だ
け
で
な
く
、
形

態
や
色
調
も
重
視
す
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

残
念
な
が
ら
、
一
般
の
歯
科

診
療
と
比
べ
て
、
審
美
歯
科
治

療
は
金
銭
的
な
問
題
や
治
療
内

容
な
ど
に
関
し
て
、
患
者
さ
ん

と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
少
な
く
な
い

と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
本
学
会
で
は
そ
の
よ
う
な

心
配
を
払
拭
で
き
る
よ
う
に
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
遵

守
）
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
「
歯
の
ホ
ワ
イ
ト

ニ
ン
グ
処
置
の
患
者
へ
の
説
明

と
同
意
に
関
す
る
指
針
」
を
策

定
し
、
本
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
て
い
ま
す
。「
本
学

会
会
員
、
特
に
認
定
医
で
あ
れ

ば
、
安
心
し
て
審
美
歯
科
治
療

を
受
け
ら
れ
る
」
と
言
わ
れ
る

よ
う
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を

徹
底
し
、
患
者
さ
ん
の
信
頼
を

行
っ
て
い
ま
す
。

歯
科
審
美
学
と
は
、
顎
口
腔

に
お
け
る
「
形
態
美
」「
色
彩

美
」「
機
能
美
」
の
調
和
を
図

り
、
人
々
の
幸
福
に
貢
献
す
る

歯
科
医
療
の
た
め
の
教
育
及
び

学
習
に
関
す
る
学
問
体
系
と
定

義
し
て
い
ま
す
。
審
美
歯
科

は
、
歯
科
審
美
学
を
実
践
す
る

治
療
で
、
単
な
る
美
容
目
的
の

治
療
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
本
学
会
で
は
機
関
誌

「
歯
科
審
美
」
を
年
２
回
、
３

月
と
９
月
に
発
行
し
て
お
り
ま

す
。
機
関
誌
で
は
、
審
美
歯
科

学
に
関
す
る
研
究
発
表
や
審
美

歯
科
治
療
に
関
す
る
症
例
報
告

な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

「
審
美
歯
科
」「
審
美
歯
科
治

療
」
と
い
う
言
葉
は
、
国
民
に

広
く
周
知
さ
れ
普
及
し
て
き
た

よ
う
に
思
い
ま
す
が
、「
何
と

な
く
わ
か
る
け
れ
ど
も
、
よ
く

わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
声
も
耳

に
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
学
会

で
は
、「
審
美
歯
科
」「
審
美
歯

科
治
療
」
に
つ
い
て
分
か
り
や

す
い
表
現
で
再
定
義
を
行
い
、

こ
れ
を
国
民
に
周
知
す
る
こ
と

が
急
務
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
学
会
は
こ
れ
ま
で
に
Ａ
Ａ

Ａ
Ｄ
（
ア
ジ

ア
歯
科
審
美

学
会
）
と
Ｉ

Ｆ
Ｅ
Ｄ
（
国

際
歯
科
学

会
）
の
創
設

に
関
わ
り
ま
し
た
。
現
在
、
Ａ

Ａ
Ｃ
Ｄ
（
米
国
美
容
歯
科
学

会
）、
Ｋ
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
韓
国
歯
科

審
美
学
会
）
と
姉
妹
学
会
協
定

を
結
び
、
学
術
交
流
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

―
歯
科
審
美
に
つ
い
て
も
う

少
し
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

歯
科
治
療
に
お
い
て
、
機
能

の
回
復
と
と
も
に
き
れ
い
な
歯

並
び
と
歯
の
形
、
そ
し
て
歯
の

色
調
を
欠
か
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
歯
科
治
療
に
よ
っ
て
機

能
を
回
復
で
き
た
と
し
て

も
、
審
美
的
満
足
感
が
得
ら
れ

略　歴
1984年、東京医科歯科大学歯学部卒業。1988年、同大学大
学院歯学研究科修了。1988年、同大学歯学部歯科保存学第一
講座助手。2000年、同大学大学院医歯学総合研究科う蝕制御
学分野助教授。2008年より現職。2021年、一般社団法人日
本歯科審美学会理事長。所属学会は、日本歯科審美学会、日本
歯科保存学会等。研究テーマは「漂白治療に関する基礎的およ
び臨床的研究」「う蝕の診断に関する研究」「接着性材料の基礎
的および臨床的評価」。

一般社団法人日本歯科審美学会 理事長

東京医科歯科大学大学院 医歯学総合研究科 医歯学系専攻

口腔機能再構築学講座 う蝕制御学准教授

大槻 昌幸 氏
       　 （ お お つ き ・ ま さ ゆ き ） 　 　 　

得
ら
れ
る
よ
う
学
会
と
し
て
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

―
学
会
設
立
の
経
緯
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

80
年
代
半
ば
に
、
歯
科
審
美

が
国
内
外
で
認
知
さ
れ
は
じ

め
、
東
京
歯
科
大
学
の
羽
賀
通

夫
先
生
と
大
阪
大
学
歯
学
部
の

丸
山
剛
郎
先
生
ら
が
行
動
を
起

こ
し
、
１
９
８
８
年
４
月
に
第

１
回
日
本
歯
科
審
美
研
究
会
総

会
・
学
会
が
開
催
さ
れ
、
本
学

会
の
前
身
が
発
足
し
ま
し

た
。
初
代
会
長
は
羽
賀
先
生

で
、
ア
ジ
ア
歯
科
審
美
学
会
の

創
設
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

本
学
会
は
、
１
９
９
０
年
に

日
本
歯
科
審
美
学
会
に
名
称
変

更
し
、
２
０
１
５
年
４
月
１
日

に
、
法
人
格
を
持
つ
「
一
般
社

団
法
人
日
本
歯
科
審
美
学

会
」
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
、

「
歯
科
医
師
」「
歯
科
技
工

士
」「
歯
科
衛
生
士
」
が
加
入

し
、
合
計
で
約
６
０
０
０
名
の

会
員
が
い
ま
す
。
設
立
当
初
か

ら
開
業
医
の
会
員
が
多
い
の
も

―
22
年
度
診
療
報
酬
改
定
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
貴
学
会

の
医
療
技
術
評
価
提
案
書
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

２
０
２
２
年
度
診
療
報
酬
改

定
を
巡
り
、
本
学
会
は
医
療
技

術
評
価
提
案
書
と
し
て
、
①
前

歯
部
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
の
コ

ー
テ
ィ
ン
グ
、
②
歯
科
用
Ｃ
Ａ

Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
装
置
を
用
い
た
フ

ァ
イ
バ
ー
補
強
高
強
度
コ
ン
ポ

ジ
ッ
ト
レ
ジ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
、
③

臼
歯
部
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ク
ラ
ウ

ン
︱
の
３
点
を
厚
生
労
働
省
に

提
出
し
ま
し
た
。

ま
ず
①
に
つ
い
て
は
、
前
歯

部
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
は
保
険

導
入
さ
れ
ま
し
た
が
、
規
格
化

さ
れ
た
歯
冠
色
を
有
す
る
レ
ジ

ン
ブ
ロ
ッ
ク
を
使
用
す
る
点
か

ら
、
再
現
可
能
な
色
調
に
制
約

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
治
療
に

要
す
る
コ
ス
ト
を
勘
案
し
た
点

数
を
求
め
、
提
案
し
ま
し
た
。

次
に
②
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
３
ユ
ニ
ッ
ト
の
ブ
リ
ッ
ジ

の
補
綴
治
療
で
は
、
歯
科
用
金

属
材
料
（
金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合

金
）
が
保
険
適
用
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
本
提
案
に
よ
り
金
属
代

替
材
料
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
メ
タ
ル
の
使
用
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
、
医
療
費
の
削
減

・
抑
制
に
つ
な
が
り
、
国
民
に

と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
③
に
つ
い
て
は
、
前

歯
部
に
の
み
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
臼
歯
部
に
は
認
め
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。
歯
学
教
育
で

は
、
必
ず
装
着
す
る
よ
う
に
教

え
ら
れ
て
い
る
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー

ク
ラ
ウ
ン
が
保
険
で
は
無
料
サ

ー
ビ
ス
（
再
診
料
に
包
括
さ
れ

て
い
る
）
に
な
っ
て
い
る
こ
と

は
問
題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
歯
学
生
に
期
待
す
る
こ
と

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
時
期
も

あ
り
ま
し
た
が
、
学
生
は
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
に
し
っ
か
り
対
応

で
き
て
い
ま
す
。
学
生
の
方
が

我
々
教
員
よ
り
も
Ｉ
Ｔ
関
係
の

ツ
ー
ル
の
習
熟
度
が
早
く
、
逆

に
教
員
の
方
が
学
生
か
ら
教
え

ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
学
生
の

習
熟
と
環
境
適
応
の
速
さ
に
は

感
心
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
グ
ル
ー
プ
学
習
で
も
オ
ン

ラ
イ
ン
で
何
の
抵
抗
感
も
な
く

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
で

き
、
学
生
は
最
初
か
ら
授
業
は

そ
う
い
う
も
の
だ
と
思
っ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
し
、
学
生

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
さ
を
感

じ
ま
す
。

―
大
切
に
し
て
い
る
言
葉
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

  

『
夢
は
必
ず
叶
う
』
で
す
。

こ
れ
は
、
私
の
元
上
司
で
、
本

学
会
元
会
長
の
田
上
順
次
先
生

が
、
揮
毫
（
き
ご
う
）
や
寄
せ

書
き
の
際
に
、「
夢
は
大
き

く
」
と
い
う
言
葉
を
書
い
て
い

ま
し
た
。
私
は
、
田
上
先
生
の

寄
せ
書
き
の
下
に
『
夢
は
必
ず

叶
う
』
と
よ
く
書
き
ま
し
た
。

こ
の
言
葉
の
源
は
、
か
の
ウ
ォ

ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
言
葉
で

す
。
彼
は
、「
夢
を
追
い
続
け

る
勇
気
さ
え
あ
れ
ば
、
す
べ
て

の
夢
は
叶
う
（A

ll our 
d

re
a

m
s ca

n
 co

m
e 

true, if w
e hav

e the 
cou

rag
e to p

u
rsu

e 
them

.

）」
と
い
う
言
葉
を
残

し
て
い
ま
す
。
や
は
り
夢
は
持

っ
て
い
な
け
れ
ば
、
決
し
て
叶

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
夢
を

持
ち
、
そ
れ
を
追
い
続
け
て
い

れ
ば
、
必
ず
叶
う
と
、
私
は
願

っ
て
お
り
ま
す
。

―
本
日
は
貴
重
な
お
時
間
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

視点

 

医
療
技
術
評
価
提
案
書

三位一体で活動する場が必要
歯 科 医 師 、歯 科 技 工 士 、歯 科 衛 生 士

「
形
態
美
」「
色
彩
美
」「
機
能
美
」。
３
つ
の
視
点
か
ら
患
者

を
幸
福
に
導
く
た
め
の
学
問
で
あ
る
、「
歯
科
審
美
学
」。
一
方

で
、「
審
美
歯
科
」
は
単
な
る
美
容
目
的
の
治
療
と
誤
解
さ
れ
る

こ
と
も
あ
る
。
一
般
社
団
法
人
日
本
歯
科
審
美
学
会
は
、「
歯
科

審
美
」
に
つ
い
て
国
民
に
正
し
く
伝
え
、
高
い
医
療
技
術
で
そ
れ

を
実
践
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
今
回
は
同
学
会
の
理
事
長

を
務
め
る
大
槻
昌
幸
氏
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
学
会
の
活
動
や
独

自
の
認
定
医
制
度
な
ど
に
つ
い
て
聞
い
た
。
聞
き
手
は
坪
田
有
史

会
長
。

―
学
会
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

一
般
社
団
法
人
日
本
歯
科
審

美
学
会
は
、英
語
で
「Japan 

A
cadem

y of E
sthetic 

D
entistry

」
と
訳
し
ま
す

（
略
称
「
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ｄ
」）。
設
立

目
的
は
、「
歯
科
審
美
に
関
す

る
学
問
と
技
術
を
研
究
し
、
歯

科
審
美
学
の
進
歩
発
展
を
図
る

と
と
も
に
、
会
員
が
顎
口
腔
の

形
態
美
・
色
彩
美
・
機
能
美
の

調
和
が
図
ら
れ
た
歯
科
医
療
を

実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民

の
健
康
増
進
及
び
福
祉
の
向

上
、
活
力
あ
る
円
滑
な
社
会
生

活
の
実
現
並
び
に
人
々
の
幸
福

感
の
向
上
に
貢
献
す
る
こ

と
」
と
定
款
で
定
め
、
活
動
を

本
学
会
の
特
徴
で
す
。
学
会
の

理
事
長
に
開
業
医
の
会
員
が
就

任
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す

し
、
多
く
の
開
業
医
の
会
員
が

役
員
と
し
て
学
会
運
営
に
携
わ

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
学
会
の
特
徴
と
し

て
歯
科
技
工
士
、
歯
科
衛
生
士

が
多
数
入
会
し
て
い
る
こ
と
も

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
審
美
歯
科
治

療
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
歯
科
治
療
は
チ
ー
ム

医
療
で
す
。
審
美
歯
科
治
療
の

実
践
の
た
め
に
、
歯
科
医
師
、

歯
科
技
工
士
、
歯
科
衛
生
士
が

一
緒
に
、
し
か
も
同
じ
立
場
で

や
っ
て
い
く
場
所
と
し
て
、
い

わ
ば
「
三
位
一
体
」
と
い
え
る

本
学
会
の
よ
う
な
学
術
団
体
が

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
で
は
、
第
32
回
学
術
大
会

の
聞
き
ど
こ
ろ
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

本
学
会
で
は
毎
年
学
術
大
会

を
開
催
し
て
お
り
、
２
０
２
１

年
は
11
月
13
・
14
日
に
東
京
・

お
台
場
で
第
32
回
学
術
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
２

０
２
２
年
は
、「
形
態
・
色
彩

・
機
能
、
三
位
一
体
の
歯
科
審

美
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
第
33
回

学
術
大
会
を
10
月
15
・
16
日
の

２
日
間
、「
り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
新

潟
市
民
芸
術
文
化
会
館
」
で
開

催
す
る
予
定
で
す
。
こ
こ
で

は
、
歯
科
保
存
分
野
か
ら
「
長

期
的
耐
久
性
を
考
慮
し
た
ダ
イ

レ
ク
ト
レ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
」、
補
綴
歯
科
分
野
か
ら

「
咀
嚼
機
能
と
耐
久
性
を
重
視

し
た
審
美
的
補
綴
治
療
」、
歯

科
矯
正
分
野
か
ら
「
中
高
年
者

の
歯
周
︱
矯
正
治
療
」
を
テ
ー

マ
と
す
る
3
つ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
歯
科
衛
生
士
セ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、「
修
復
物
・
補
綴
物
メ

イ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
チ
ー
ム
医

療
」
を
、
歯
科
技
工
士
セ
ッ
シ

ョ
ン
で
は
、「
審
美
的
歯
科
補

綴
治
療
を
成
功
さ
せ
る
た
め
の

情
報
伝
達
」
を
テ
ー
マ
と
し
、

審
美
歯
科
治
療
を
成
功
さ
せ
る

た
め
に
、
歯
科
医
師
、
歯
科
技

工
士
、
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
チ

ー
ム
医
療
に
つ
い
て
公
開
討
論

を
行
い
ま
す
。

学
術
大
会
の
他
に
、
年
に
数

回
、
学
術
講
演
会
を
開
催
し
て

お
り
ま
す
。
昨
年
度
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
流

行
の
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実

施
し
ま
し
た
。

―
専
門
医
制
度
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

本
学
会
で
は
、「
歯
科
審
美

学
の
専
門
的
知
識
お
よ
び
臨
床

技
能
・
経
験
を
有
す
る
歯
科
医

師
に
よ
り
、
歯
科
審
美
医
療
の

高
度
な
水
準
の
維
持
と
向
上
を

図
り
、
国
民
の
保
健
福
祉
に
貢

献
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
、

そ
れ
を
達
成
で
き
る
歯
科
医
師

を
育
成
し
、
国
民
の
保
健
福
祉

に
貢
献
す
る
た
め
、
１
９
９
６

年
に
『
日
本
歯
科
審
美
学
会
認

定
制
度
』
を
創
設
し
ま
し
た
。

こ
の
認
定
医
は
、
歯
科
審
美

学
領
域
に
お
け
る
診
断
と
治
療

の
た
め
の
高
い
歯
科
医
療
技
能

を
修
得
す
る
と
と
も
に
、
他
診

療
科
の
歯
科
医
師
ま
た
は
医
科

の
医
師
か
ら
の
要
請
に
応

じ
、
適
切
な
指
示
を
与
え
る
こ

と
が
で
き
る
能
力
を
持
つ
こ
と

を
求
め
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、「
歯
科
審
美
に
関
す
る
領

域
の
疾
患
の
診
断
お
よ
び
治

療
」
に
関
す
る
能
力
の
み
な
ら

ず
、「
学
術
大
会
の
参
加
」
お

よ
び
「
歯
科
審
美
学
に
関
す
る

研
究
発
表
」
等
を
認
定
の
た
め

の
基
本
条
件
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
歯
科
審
美
学
の
専
門

的
知
識
お
よ
び
臨
床
技
能
・
経

験
を
持
つ
歯
科
技
工
士
と
歯
科

衛
生
士
を
対
象
に
、
２
０
０
３

年
か
ら
『
認
定
士
制
度
』
を
、

さ
ら
に
は
、
ホ
ワ
イ
ト
ニ
ン
グ

の
基
本
的
知
識
を
習
得
し
、
適

切
な
情
報
の
普
及
と
ア
ド
バ
イ

ス
の
で
き
る
人
材
の
養
成
を
目

的
と
し
、
歯
科
衛
生
士
を
対
象

に
、
２
０
０
７
年
か
ら
『
ホ
ワ

イ
ト
ニ
ン
グ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
』
と
い
う
認
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

 

国
民
の
健
康
増
進
や

 

幸
福
感
向
上
へ
の
寄
与
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保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

研究会・行事の研究会・行事のご案内ご案内
接遇講習会接遇講習会

With コロナだからこそ発揮する！ チームデWith コロナだからこそ発揮する！ チームデンタルの接遇力ンタルの接遇力

　Withコロナの時代、なぜ歯科医療に接遇が必要で、それをどう実践
すれば良いでしょうか。「私のクリニックは信頼できる！」「あのスタッフ
さんの様子なら安心！」と、患者さんや仲間が感じるチームデンタルの
接遇力を身につけ、発揮するための講習会です。
＜主要テーマ＞
・なぜ歯科医療に接遇が必要なのか？
・３大衛生「滅菌・消毒・身だしなみ！」
・笑顔と言葉がけ「コストゼロで、効果無限大」
・各医院の工夫事例を共有、質疑応答　など

日　時　６月 22 日（水）午後７時～８時３０分
講　師　山口 朋子 氏
会　場　ワイム貸会議室高田馬場３階
　　　　（東京都新宿区高田馬場
　　　　　　１丁目 29－９ TDビル）
交　通　JR、西武新宿線「高田馬場駅（戸山
　　　　口）」より徒歩２分
　　　　東京メトロ ｢高田馬場駅（５番
　　　　出口）｣ より徒歩４分
定　員　70 名
参加費　会員証 1枚につき１人無料、
　　　　２人目以降１,０００円
予　約　QRコードからお申し込みください。
　　　　また、ホームページ上からもお申し込みいただけます。

上智大学短期大学部英語科、中央
大学法学部卒業。三菱商事の営業
アシスタント、ANAの国際線CAや
役員秘書などを経て2006 年に接遇
マナー講師となり、2016 年に「マ
ナーのクリニック」を設立し歯科医院
をメインに全国で接遇マナー研修を展
開している。

山口 朋子 氏 

新規開業医講習会新規開業医講習会

　2022 年４月まで延期されていた新規個別指導が、再開しています。新
規個別指導は 2020 年開業以降の先生が選定されています。
　新規開業医講習会は、新規開業したばかりの先生方が日常の保険診療
の手順を見直すとともに、来るべき新規個別指導に余裕をもって対処、
クリアするためにも、指導通知が届く前に必ず受講していただきたい講
習会です。
　講習の具体的な内容は、指導時に必携の持参物、算定要件や歯周病治
療の流れと補綴の関係など、カルテ記載で指摘されやすい事項を取り上
げ、わかりやすく解説します。今年度改定された内容から、質問の多か
ったものについても解説を行う予定です。
　オンラインの開催は予定していません。感染対策には細心の注意を払
っていますが、必ずマスクの着用とご自身の体調を考慮してのご参加を
お願いします。

日　時　７月 10 日（日）午後０時～５時（予定）
講　師　協会講師団
会　場　ワイム貸会議室高田馬場
定　員　50 名
参加費　１３,０００円
予　約　QRコードからお申し込みください。 ご予約フォーム

３年ぶりの開催となる 2022 年度の地区懇談会は「いまさら聞けない？
CAD／CAMインレーや総医など改定後の疑問点を解決しよう！」と
題して開催します。協会に寄せられた新点数説明会の問い合わせをもと
に、さらにポイントを絞り必要なことをお伝えします。事前アンケート
にて、予め参加する方のご質問やお悩みごとを伺い、答えや解決策をお
話しできればと思います。ご参加時にも、直接ご質問や改定内容へのご
意見をお寄せください。
　「改定後のSPTの流れを知りたい！」「新点数説明会には参加できな
くて直接会場で聞きたい！」という先生、ぜひ地区懇談会へのご参加、
お待ちしております。

①城東地区懇談会
日　時　７月 16 日（土） 午後６時 30 分～８時 30 分予定
会　場　北千住シアター 1010　視聴覚室
　　　　（東京都足立区千住３-92　千住ミルディスⅠ番館 11F）
交　通　JR・東京メトロ・東武鉄道「北千住駅」４番出口直結
②城南地区懇談会
日　時　７月 23 日（土） 午後６時 30 分～８時 30 分予定
会　場　大井貸会議室（品川区東大井５-７-10 クレストワンビル２階）
交　通　JR「大井町駅」より徒歩４分
③多摩地区懇談会
日　時　７月 30 日（土） 午後６時 30 分～８時 30 分予定
会　場　女性総合センター　第３学習室（立川市曙町２-36-２）
交　通　JR「立川駅」北口より徒歩7分

定　員　各回 20 名程度
参加費　無料（当日は会員証を受付にご提示ください）
予　約　参加は、会員ご本人のみ可能となります。QRコードからお申し
　　　　込みください。お問い合わせは協会組織部まで（☎03-3205-2999）。

ご予約フォーム

会員地区懇談会会員地区懇談会

～いまさら聞けない？ＣＡＤ／ＣＡＭインレーや～いまさら聞けない？ＣＡＤ／ＣＡＭインレーや

　　　　総医など改定後の疑問点を解決しよう！～　　　　総医など改定後の疑問点を解決しよう！～

【歯初診の研修】【歯初診の研修】 新規届出の方等対象新規届出の方等対象

第 2 回院内感染防止対策講習会第 2 回院内感染防止対策講習会

　今次改定で歯初診の施設基準が変更になり、院内感染防止に係る標準
予防策および新興感染症に対する対策が研修項目に追加されました。当
講習会は、これらに対応した内容を含む講習会です。新規で歯初診の届
出を行う方を対象に開催しますので、対象の会員はご参加ください。参
加にあたっては事前申し込みが必要です。開始時刻に遅れた場合は、修
了証は発行できません。
　なお、更新のための講習会はWEBでの開催を準備していますので、
そちらをご利用ください。準備ができ次第、改めてご案内いたします。

日　時　６月 15 日（水）午後７時～８時 30 分（予定）
　　　　※６時 30 分受付開始
講　師　濱﨑 啓吾 氏
　　　　（東京歯科保険医協会理事、院内感染防止対策委員会委員長）
会　場　東京歯科保険医協会会議室
交　通　JR「高田馬場駅」戸山口より徒歩３分
対象者　歯初診を新規に届出する会員ほか
定　員　20 名
参加費　１,０００円（修了証代込み）
　　　　当日、受付でのお支払いになります。
予　約　QRコードからお申し込みください。
　　　　※講習会を途中入場、途中退席をされた場合は、講習会の修了
　　　　　証は発行できません。

ご予約フォーム

第第１１回スタッフ講習会回スタッフ講習会

～ＴＢＩ＆ＰＭＴＣ ・ デブライドメント～～ＴＢＩ＆ＰＭＴＣ ・ デブライドメント～
　今年度は、日頃行っているＴＢＩを再考しながら、患者さんのライフ
ステージに沿った口腔衛生指導のヒントをお伝えします。さらにプロフ
ェッショナルケアでは、メインテナンス（ＳＰＴ）においてＰＭＴＣ（歯
肉縁上プラークコントロール）とデブライドメント（歯肉縁下プラーク
コントロール）を実際どのように行っているか、その方法とポイントに
ついて症例を通して具体的にお話します。（講師より）

日　時　８月７日（日）午前 10 時～午後１時 30 分
講　師　波多野 映子 氏（古畑歯科医院勤務 ・歯科衛生士） 
会　場　ワイム貸会議室高田馬場３階 
対象者　歯科衛生士
定　員　50 名
参加費　５，０００円
予　約　QRコードからお申し込みください。
　　　　また、協会ホームページ上からもお申し込みいただけます。

ご予約フォーム

第第 3737 回保団連医療研究フォーラム回保団連医療研究フォーラム

演題発表者募集中演題発表者募集中

日　時　10 月９日（日）午後５時 30 分～７時 30 分
　　　　10 日 10 日（月・祝）午前 10 時～午後４時
会　場　都市センターホテル（東京都千代田区平河町２－４－１）
演題発表の方法　原則、オンデマンドでの発表
　　　　　　　　※状況が許せば現地（会場）での講演、質疑を検討
参加費　【現地参加】歯科医師：８,０００円
　　　　　　　　　  コ・メディカル／コ・デンタル：５００円
　　　　【オンライン参加】歯科医師：４,０００円
　　　　　　　　 　 　　   コ・メディカル／コ・デンタル：無料
締　切　６月 16 日（木）まで
　　　　※当協会で集約し、一括で保団連に申し込みます。
申　込　QRコードまたはホームページから開催要項等をご
　　　　確認の上、お申し込みください。
　　　　お問い合わせは、協会地域医療部まで（☎ 03-3205-2999）
主　催　全国保険医団体連合会

申し込みフォーム

「訪問歯科診療」 の安定供給に関する「訪問歯科診療」 の安定供給に関する

アンケート調査のご協力のお願いアンケート調査のご協力のお願い

　この度、中久木康一氏（東京医科歯科大学 救急災害医学分
野 非常勤講師）より、「訪問歯科診療」の安定供給に関する
アンケート調査への協力依頼が届きました。同氏は、2019 年
2 月に開催した第 1回地域医療研究会で「歯科診療所で備え
るべき災害対策」と題する講演を頂き、2019年 9月から2020
年 3月の7カ月にわたり、東京歯科保険医新聞の「歯科診療所
と開業医に伝えたい災害コラム」と題し、連載して頂きました。
　このアンケートは、今後も需要が、増加していくと考えら
れる訪問歯科診療を含む歯科保健医療を人口過疎地におい
ても継続して供給していく方策を検討することを目的とし、
集計・分析結果は、政策提言等に活用されるものです。
　訪問歯科診療への考え方に対する質問項目もありますの
で、所在の地域に関わらず、ぜひWEBアンケートへのご
協力をお願い申し上げます。 アンケート詳細・回答

中久木 康一 氏

ご予約フォーム
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１. 歯科診療医療費の  

     充実・拡大
賛成〇　反対×　

その他・どちらでもない△

２. 歯科用金銀パラジウム

     合金の問題
改善すべき〇　現状のままでいい×

その他・どちらでもない△

３. 国民（後期高齢者）

　　の窓口負担

４. 全国民を対象とし   

     た歯科健診
賛成〇　反対×　

その他・どちらでもない△

５. 歯科医療政策 ６. ロシアによるウク

     ライナへの侵攻

△
　令和４年度診療報酬改定は、診療報酬本体を＋

0.43％とした上で歯科診療報酬については＋0.29％の

改定率とし、院内感染防止対策の推進や歯科疾患の重

症化予防、歯科固有技術の評価の見直し等を行ってい

ます。

△
　歯科用貴金属はその素材が市場価格の変動の影響を

受けやすいため、令和４年度診療報酬改定において、

素材価格の変動幅に関わらず年４回改定を行うととも

に、より直近の素材価格を反映する見直しを行ってい

ます。

２割化したうえで、

必要な医療を受けられるようにすべき

〇
　歯科疾患の予防や早期発見、早期治療を進めるため、

生涯を通じた歯科健診の充実を図ることは重要です。

引き続き、生涯にわたって切れ目のない歯科健診が普

及・定着するように取り組んでいきます。

　健康寿命延伸に向けた歯科口腔保健の推進として、

成人期以降の歯科健診の機会の拡大など、国民の生涯

を通じた歯科健診の充実（国民皆歯科健診）を図ります。

　在宅歯科医療や人材育成を推進し、認知症対策や誤

嚥性肺炎の防止など生きる力　を支える生活の医療を

拡充するとともに、介護予防における口腔機能の向上

を図ります。

　ロシアによるウクライナ侵略は、主権と領土の一体

性を力によって変更しようとする明確な国際法違反で

あり、このような暴挙は、断じて許してはなりません。

自民党としては、今後も国際社会と連携して経済制裁

を継続するなど、毅然と対応するとともに、ウクライ

ナへの人道復興支援に全力を挙げるべきだと考えてい

ます。

・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・

　ロシアのウクライナ侵略は世界の平和に責任を持つ

べき国連常任理事国が国際法、国連憲章を無視し、さ

らに核兵器での威嚇をもって侵略を進めるという、言

語道断の蛮行です。ルールに基づく国際秩序の破壊で

もあり、G7 はじめとする国際社会と協力して、厳し

い制裁を課すなど、ロシアの侵攻を制止しなければな

りません。

〇
　誰もが必要な医療を受けられるよう、医療の技術等

を評価する観点から、診療報酬の引き上げに取り組む

べきです。

△
　歯科医療機関の経営に与えている影響や素材価格の

上昇の状況を精査し、安定的な経営ができるようにす

る観点から、価格改定制度のあり方について検討して

いくべき課題であると考えます。

必要な医療を受けられないのなら、

2割化はやめるべき

△
　生涯健康な歯を持つことができるよう、乳児から高

齢者まで切れ目ない定期歯科健診の普及促進を図るべ

きです。定期健康診断に歯科検診を組み入れるべきで

す。

・歯科口腔保健法に基づき、口腔ケアをはじめとする
　生活を支える歯科医療を充実し、歯科領域でもチー
　ム医療を推進します。
・地域包括ケアシステムの中に口腔ケアや歯科治療を
　明確に位置付けます。
・在宅歯科診療・障がい者歯科医療、小児歯科検診の
　充実を図ります。
・歯科技工士と歯科衛生士の就労環境を改善します。

△
　歯科医療の提供を含め、適切な見直しは必要である。

〇
　金銀パラジウム合金の公定価格と実勢価格の差が埋

まるどころか実勢価格が一貫して上がって推移してお

り歯科医にとって大変な負担となっている。逆ザヤ解

消対応が必要。

その他・どちらでもない

〇
　歯科を含めて予防医療は今後ますます重要になりま

す。病気の予防は健康寿命を長くすることは、何より

も幸せをもたらすとともに、医療費全体の削減につな

がります。

　医療としては、患者が望む先進医療を適時適切に受

けられることを目的とした混合医療を解禁・推進しま

す。診療報酬点数の決定にあたり、医療サービスの需

給バランスを通じた調整メカニズムを導入します。

　武力による現状変更、そして非核保有国に対する核

兵器使用で圧力を掛けることは、第二次世界大戦以降

の国際平和秩序を破壊する行為です。断じて許すわけ

にはいきません。世界の平和と繁栄に貢献するために

積極的で現実的な外交政策を進めるべきであると考え

ている。

〇
　金パラ逆ザヤ問題については、金パラの主な含有金
属である金、銀、パラジウムの価格変動が大きく、長
期的に価格が高騰し診療報酬改定時の価格改定に対応
できていないことが原因の一つです。診療報酬の随時
改定制度を含めた協議を推進していく必要があると考
えています。

その他・どちらでもない

〇
　生涯健康な歯を持つことができるよう、乳児から高

齢者まで切れ目ない定期歯科健診の普及促進、高齢者・

障がい者の地域生活を支える在宅歯科診療・障がい者

歯科医療の充実を図ります。また、虐待の早期発見に

もつながるよう小児歯科検診の充実に取り組みます。

　歯科口腔保健法に基づき、生活を支える歯科医療を

充実し、歯科領域でもチーム医療を推進します。歯科

技工士の賃金・労働時間等の就労環境を改善し、「製作

技工に要する費用」の考え方を明確にします。歯科衛

生士については、口腔ケアの担い手としての働く場を

拡大する等、就労環境を改善すると同時に、復職支援

を進めます。　（※紙面の都合上、一部省略）

　ロシアのウクライナ侵略は明らかにウクライナの主

権及び領土の一体性を侵害する侵略行為であり、深刻

な国際法違反と考えます。国際社会の平和と人々の安

全に反する行動です。

　また、ロシアに対しては、即時の戦闘の停止と部隊

の撤収を強く求め、ウクライナの人々の安全のため、

日本政府は同盟国、友好国と連帯し、最大限の支援を

行うべきと考えます。

〇

　歯及び口腔内の健康は極めて重要です。

　専門医養成のあり方や、指定医の認定制度のあり方

に検討を加えた上で、診療報酬上の評価を行うことを

目指します。

〇

　口腔ケアの充実は、健康寿命の延伸、介護の予防、感

染症の蔓延防止などに大きく貢献します。「保険で良い歯

科治療」を実現するため、窓口負担の軽減と一体に、歯

科診療報酬の抜本的増額と保険診療の拡充を求めます。

〇

　今回の緊急対応では「逆ザヤ」解消に不十分です。

歯科の経営を脅かし続けている、この問題を解決する

ため、価格差の緊急補填、保険償還価格の大幅引き上

げとともに、金パラに係る診療報酬の抜本的見直しを

求めます。

必要な医療を受けられないのなら、

2割化はやめるべき

〇

　成人向け歯科健診の促進、自己負担の無料化、健診

の実施主体への公的支援などを行い、全国民の歯科健

診を進めます。国民が積極的に健診を受けられるよう、

知識の啓発や長時間労働の是正など、環境整備も行い

ます。

　「口腔の健康」の維持・改善をつうじて国民全体の健

康の向上を図り、「保険で良い歯科治療」を実現する立

場で、歯科診療報酬の抜本的な増額、保険診療の拡充、

歯科医療従事者の処遇改善を進めます。それらを実現

するため、自公政権が20年間にわたって推進してきた、

社会保障費「自然増」削減路線の抜本的転換をめざし

ます。

　貴会の主張のとおり、ロシアのウクライナ侵略は国

連憲章と国際法に違反するものです。米国が叫ぶ「民

主主義対専制主義」や、岸田首相がいう「価値観を共

有する G7 主導の秩序の回復」のように、価値観で世

界を分けるのでなく、「侵略をやめよ、国連憲章を守れ」

の一点で世界が結束し、ロシアを包囲することが重要

と考えます。

〇

　高齢化社会を口実とした社会保障費抑制は決して許

されません。生活困窮高齢者の多くが歯の治療や食費

を切り詰めるようでは、もはや「福祉国家」とは言え

ません。安心して暮らせる社会の立て直しこそ政治の

責務です。

〇

　金パラ急騰に伴う逆ザヤ発生は深刻な問題です。中

医協は５月、緊急改定を実施しましたが、歯科患者や

歯科医が安心できるレベルには達していません。価格

変動に即応できる新たな仕組みを早急につくり上げる

べきです。

必要な医療を受けられないのなら、

2割化はやめるべき

〇

　WHO は 2021 年 5 月 、貧困層や社会的に不利な

立場にある人々に多く発生する「健康格差」として口

腔保健を位置付け総会決議しました。日本においても、

全国民・市民を対象とした無料の歯科検診体制をつく

り上げるべきです。

　歯科医療は他の医療分野同様、人々の命と健康、貧

富の格差を測る重要な指針です。憲法２５条が保障す

る「健康で文化的な最低限度の生活」が実現されるた

めには、すべての人々がいつでもどこでも適切な医療

サービスを受けられなければいけません。れいわ新選

組は今後も歯科医療政策の前進のため全力を尽くしま

す。

　ロシア軍による侵略を最も強い言葉で非難します。

即時に攻撃を停止し部隊を撤収するよう強く求めます。

ただし「今回の惨事を招いたのはロシアの暴走」とい

う一点張りではなく、戦争停止のため真摯に外交努力

すべきです。

〇

　口腔の健康は全身の健康につながっております。 国

民が適切な歯科医療を受診できる環境が必要です。そ

のためには、歯科医療機関の経営的安定に向けて歯科

診療医療費の拡大は必要だと思います。

〇

　現下の情勢においては、歯科用貴金属価格の随時改

定（年 2 回）では、「原価割れ」が解消されず、治療

に支障をきたします。実態に即した改定が必要である

と思います。あわせて患者負担の軽減も必要です。

〇

　予防歯科の徹底は、口腔疾患を減らす、残存歯数が

多くなることが期待できます。全国民を対象とした歯

科健診は必要だと思います。 歯科健診定着のために、

18 歳未満の子どもたちの歯科治療費無償化も必要だと

思います。

　国民がいつでも適切な治療・予防歯科を受診できる

社会にするために、歯科医療機関の経営的安定、歯科

医師、歯科衛生士、歯科技工士らの働きに見合った給

与確保、長時間労働の抑制、人材育成などが必要だと

思います。

　ロシアによるウクライナへの軍事侵攻は断じて認め

られません。武力の行使を禁ずる国際法、国連憲章の

重大な違反です。ロシアに即刻、無条件撤退を強く求

めます。 日本国内では、「敵基地攻撃能力」の保有や「核

シェアリング」の声が上がっていますが、社民党は断

固反対です。平和憲法、非核三原則を堅持します。

必要な医療を受けられないのなら、

2割化はやめるべき

※アンケート回答の政党順は、参議院政党別議員数順に掲載しています。　　
※公明党のアンケート回答が期日までに得られなかったため、未記載（未回答）としています。
※記述回答は、原文のまま掲載しています。ただし、規定の文字数を超えた回答については、紙面の都合上、一部省略しています。

歯科医療課題等に関する政党アンケート

　この夏、第26回参議院議員選挙が行われるにあたり、当協会では、歯科医療課題等に関する政党アンケートを実施し、「歯科診療医療費」「歯科用金銀パ

ラジウム合金」「全国民を対象とした歯科健診」「歯科医療政策」についてなど、各政党より回答を得た。

東京歯科保険医協会



新型コロナウイルス感染症は

転換期を迎えている

山本光昭
Mitsuaki Yamamoto

前 東京都中央区保健所長

現 社会保険診療報酬支払基金 理事

やまもと ・ みつあき 1984年３月、神
戸大学医学部医学科卒業後、厚生省に入
省。横浜市衛生局での公衆衛生実務を経
て、広島県福祉保健部健康対策課長、厚
生省健康政策局指導課課長補佐、同省国
立病院部運営企画課課長補佐、茨城県保
健福祉部長、厚生労働省東京検疫所長、
内閣府参事官（ライフサイエンス担当）、
独立行政法人国立病院機構本部医療部
長、独立行政法人福祉医療機構審議役、
厚生労働省近畿厚生局長などを歴任し、
2015年7月、厚生労働省退職。兵庫県健
康福祉部医監、同県健康福祉部長、東京
都中央区保健所長を経て、2021年４月よ
り現職。
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。
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、
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初
期
の
頃
は
、
感
染
経
路
等
の
検
証

の
た
め
に
も
全
数
届
出
が
必
要
で
あ
っ

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
関
し
て
は
結
核
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な
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拡
大
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献
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療
・
公
衆

衛
生
の
限
ら
れ
た
人
的
・
物
的
資
源
を

有
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今
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あ
る
。
医
療

機
関
お
よ
び
保
健
所
に
お
け
る
全
数
把

握
す
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れ
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る
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ま

た
、
全
数
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る
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や
病
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、「
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ン
グ
」
を
受
け
る

こ
と
を
恐
れ
、
受
け
入
れ
に
消
極
的
な

医
療
機
関
す
ら
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
一

般
的
に
、
感
染
者
数
の
多
い
感
染
症
は

全
数
届
出
で
な
く
、
定
点
医
療
機
関
か

ら
の
届
出
に
よ
り
、
地
域
別
の
流
行
状

況
の
把
握
や
変
異
等
に
関
す
る
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
を
行
な
い
、
情
報
提
供
し
て
い

る
。
こ
の
情
報
提
供
に
よ
り
、
流
行
時

に
は
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接
種
や
会
話
時

の
マ
ス
ク
着
用
な
ど
の
行
動
を
地
域
住

民
に
促
す
こ
と
が
効
果
的
で
あ
ろ
う
。

③
保
健
所
に
よ
る
直
接
の

健
康
管
理
が
妥
当
か

ま
ず
、
最
も
厳
し
い
エ
ボ
ラ
出
血
熱

等
の
１
類
感
染
症
で
あ
っ
て
も
、
一
義

的
に
、
感
染
症
指
定
医
療
機
関
と
い
う

医
療
機
関
の
管
理
下
に
お
い
て
治
療
が

な
さ
れ
る
。
そ
も
そ
も
、
画
像
検
査
や

血
液
検
査
、
投
薬
が
出
来
な
い
保
健
所

が
管
理
す
る
よ
り
、
医
療
機
関
が
直
接

管
理
す
る
ほ
う
が
病
状
に
あ
っ
た
迅
速

な
処
置
や
投
薬
が
可
能
だ
。
特
に
、

「
自
宅
療
養
」
と
い
う
名
目
の
「
自
宅

放
置
」
の
も
と
、
実
際
に
死
者
が
出
た

こ
と
は
最
悪
の
悲
劇
で
あ
り
、
保
健
所

の
健
康
管
理
下
に
お
か
な
い
方
が
良

い
。
患
者
の
希
望
に
よ
り
早
期
に
適
切

な
診
断
・
治
療
が
可
能
な
、
我
が
国
の

抜
群
の
ア
ク
セ
ス
の
通
常
の
医
療
シ
ス

テ
ム
に
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
我

が
国
が
優
れ
て
い
る
の
は
、
Ｃ
Ｔ
も
含

む
画
像
診
断
装
置
の
普
及
を
は
じ
め
と

す
る
地
域
医
療
の
質
の
高
さ
と
、
機
能

に
応
じ
た
医
療
機
関
同
士
の
役
割
分
担

と
連
携
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

④
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

ど
う
考
え
る
か

ワ
ク
チ
ン
に
は
感
染
予
防
と
重
症
化

予
防
と
い
う
、
大
き
く
分
け
て
２
つ
の

「
２
類
か
」
「
５
類
か
」
で
は
な
く
、
本
質
的
な
議
論
を
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本
年
本
年
４４
月
に
公
益
社
団
法
人
日
本
歯

月
に
公
益
社
団
法
人
日
本
歯

科
技
工
士
会
（
杉
岡
範
明
会
長
／
以

科
技
工
士
会
（
杉
岡
範
明
会
長
／
以

下
、「
日
技
」）
は
、「

下
、「
日
技
」）
は
、「
２
０
２
１

２
０
２
１
歯
科
歯
科

技
工
士
実
態
調
査
報
告
書
」（
以
下
、

技
工
士
実
態
調
査
報
告
書
」（
以
下
、

「「
２
０
２
１

２
０
２
１
報
告
書
」）
を
公
表
し
ま

報
告
書
」）
を
公
表
し
ま

し
た
。
こ
の
調
査
は
、
日
技
が

し
た
。
こ
の
調
査
は
、
日
技
が
３３
年
ご
年
ご

と
に
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

と
に
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

既
に
会
員
の
先
生
方
は
認
識
さ
れ
て

既
に
会
員
の
先
生
方
は
認
識
さ
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
が
、
以
前
か
ら
本
邦

い
る
と
思
い
ま
す
が
、
以
前
か
ら
本
邦

の
歯
科
技
工
士
周
辺
に
は
様
々
な
問
題

の
歯
科
技
工
士
周
辺
に
は
様
々
な
問
題

が
あ
り
、「
技
工
士
問
題
」
と
し
て
取

が
あ
り
、「
技
工
士
問
題
」
と
し
て
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
歯
科
技
工
士

り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
歯
科
技
工
士

の
長
時
間
労
働
、
低
賃
金
、
そ
し
て
離

の
長
時
間
労
働
、
低
賃
金
、
そ
し
て
離

職
や
歯
科
技
工
士
養
成
校
の
廃
校
、
定

職
や
歯
科
技
工
士
養
成
校
の
廃
校
、
定

員
割
れ
な
ど
に
よ
る
就
業
歯
科
技
工
士

員
割
れ
な
ど
に
よ
る
就
業
歯
科
技
工
士

数
の
減
少
な
ど
、
将
来
、
歯
科
医
療
全

数
の
減
少
な
ど
、
将
来
、
歯
科
医
療
全

体
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
高
い
と

体
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
高
い
と

言
え
ま
す
。

言
え
ま
す
。

そ
の
た
め
、
本
会
は
歯
科
技
工
士
問

そ
の
た
め
、
本
会
は
歯
科
技
工
士
問

題
検
討
委
員
会
を
発
足
し
、
歯
科
技
工

題
検
討
委
員
会
を
発
足
し
、
歯
科
技
工

日
本
歯
科
技
工
士
会
が
歯
科
技
工

士
実
態
調
査
報
告
書
を
公
表
し
た

と
聞
き
ま
し
た
。

歯
科
技
工
問
題
へ
の
行
政
側
の
対

応
は
？

厚
生
労
働
省
は
、「
歯
科
技
工
士
の

厚
生
労
働
省
は
、「
歯
科
技
工
士
の

養
成
・
確
保
に
関
す
る
検
討
会
」
の
報

養
成
・
確
保
に
関
す
る
検
討
会
」
の
報

告
書
を

告
書
を
２
０
２
０

２
０
２
０
年年
３３
月
に
公
表

月
に
公
表

し
、
そ
の
後
、「
歯
科
技
工
士
の
業
務

し
、
そ
の
後
、「
歯
科
技
工
士
の
業
務

の
あ
り
方
等
に
関
す
る
検
討
会
」
の
第

の
あ
り
方
等
に
関
す
る
検
討
会
」
の
第

１１
回
目
を

回
目
を
２
０
２
１

２
０
２
１
年年
９９
月
に
開
催

月
に
開
催

し
、
本
年

し
、
本
年
２２
月
に
中
間
報
告
を
公
表
し

月
に
中
間
報
告
を
公
表
し

て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
を
み
る
と
、

て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
を
み
る
と
、

「
歯
科
技
工
の
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
」
と

「
歯
科
技
工
の
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
」
と

「
歯
科
技
工
士
間
の
連
携
」
が
検
討
さ

「
歯
科
技
工
士
間
の
連
携
」
が
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
が
、
現
在
の

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
が
、
現
在
の

「
歯
科
技
工
問
題
」
や
「

「
歯
科
技
工
問
題
」
や
「
２
０
２
１

２
０
２
１
報報

告
書
」
で
の
歯
科
技
工
士
側
か
ら
の
改

告
書
」
で
の
歯
科
技
工
士
側
か
ら
の
改

善
要
求
に
必
ず
し
も
合
致
し
て
い
る
と

善
要
求
に
必
ず
し
も
合
致
し
て
い
る
と

は
私
に
は
思
え
ま
せ
ん
。
歯
科
技
工
士

は
私
に
は
思
え
ま
せ
ん
。
歯
科
技
工
士

側
を
守
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
医
療

側
を
守
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
医
療

保
険
制
度
の
仕
組
み
や
、
委
託
す
る
側

保
険
制
度
の
仕
組
み
や
、
委
託
す
る
側

の
歯
科
医
師
側
の
問
題
な
ど
、
多
く
の

の
歯
科
医
師
側
の
問
題
な
ど
、
多
く
の

課
題
が
あ
る
こ
と
を
承
知
の
上
で
す

課
題
が
あ
る
こ
と
を
承
知
の
上
で
す

が
、
結
局
「
歯
科
医
療
費
の
総
枠
拡

が
、
結
局
「
歯
科
医
療
費
の
総
枠
拡

大
」
が
な
け
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
現
実
的

大
」
が
な
け
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
現
実
的

な
諸
問
題
の
解
決
に
繋
が
ら
な
い
と
考

な
諸
問
題
の
解
決
に
繋
が
ら
な
い
と
考

え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
本
会
は
、
歯
科

え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
本
会
は
、
歯
科

医
療
の
将
来
の
た
め
「
歯
科
技
工
問

医
療
の
将
来
の
た
め
「
歯
科
技
工
問

題
」
を
考
え
、
行
動
し
ま
す
。
ご
理
解

題
」
を
考
え
、
行
動
し
ま
す
。
ご
理
解

の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。　
　
　
　
　
会
長　
坪
田
有
史

ま
す
。　
　
　
　
　
会
長　
坪
田
有
史

 教えて！ 教えて！

 会長!! Vol. 会長!! Vol.5959

効
果
が
あ
る
。
感
染
予
防
に
期
待
が
集

ま
っ
て
い
る
が
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
は
重
症
化
予
防
を
目
的
に
実
施
す

べ
き
も
の
と
私
は
考
え
て
い
る
。
新
型

コ
ロ
ナ
は
封
じ
込
め
が
不
可
能
な
病
原

体
な
の
で
、「
社
会
防
衛
」
的
に
全
員

が
接
種
す
る
こ
と
に
よ
る
封
じ
込
め
効

果
は
期
待
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
に

も
、
個
人
の
「
接
種
し
な
い
」
と
い
う

判
断
は
、
得
ら
れ
る
利
益
と
副
反
応
の

バ
ラ
ン
ス
を
勘
案
し
て
許
容
さ
れ
る
べ

き
で
、
接
種
し
な
い
者
に
対
す
る
差
別

は
決
し
て
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

な
お
、
高
齢
者
を
は
じ
め
重
症
化
リ

ス
ク
が
高
い
人
は
重
症
化
を
防
ぎ
自
ら

の
命
を
守
る
た
め
に
ワ
ク
チ
ン
を
「
個

人
防
衛
」
と
し
て
接
種
す
べ
き
で
、
当

面
の
間
、
追
加
接
種
を
継
続
的
に
実
施

し
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

⑤
医
療
費
の
公
費
負
担
を

ど
う
考
え
る
か

５
類
相
当
に
な
る
と
通
常
の
保
険
診

療
で
３
割
自
己
負
担
と
な
る
か
ら
反
対

と
い
う
考
え
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
こ
れ

は
本
質
的
な
問
題
で
は
な
い
。
難
病
の

医
療
費
助
成
制
度
と
同
様
に
、
例
え

ば
、
ま
だ
十
分
に
は
解
明
さ
れ
て
い
な

い
「
後
遺
症
」
の
デ
ー
タ
を
収
集
し
治

療
研
究
を
推
進
す
る
と
い
う
理
屈
で
あ

れ
ば
、
当
面
の
間
、
引
き
続
き
公
費
で

助
成
し
て
い
く
こ
と
も
あ
り
得
る
か
ら

で
あ
る
。

次
回
は
、
我
が
国
に
お
け
る
今
後
の

あ
る
べ
き
戦
略
・
戦
術
に
つ
い
て
、
解

説
す
る
。

士
側
の
実
態
を
知
る
目
的
で
、

士
側
の
実
態
を
知
る
目
的
で
、 

２
０
２

２
０
２

００
年年
９９
月
に
都
内

月
に
都
内
2323
区
の
歯
科
技
工
所

区
の
歯
科
技
工
所

（（
１
１
２
６

１
１
２
６
件
）
に
対
し
て
、
ア
ン
ケ

件
）
に
対
し
て
、
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
行
い
、
そ
の
内
容
を

ー
ト
調
査
を
行
い
、
そ
の
内
容
を
２
０
２
０

２
１
２
１
年年
１１
月
に
公
表
し
ま
し
た
（
本
会

月
に
公
表
し
ま
し
た
（
本
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
）。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
）。

そ
し
て
、
今
回
公
表
さ
れ
た
「

そ
し
て
、
今
回
公
表
さ
れ
た
「
２
０
２
０

２
１
２
１
報
告
書
」
を
含
め
、
歯
科
医
療
の

報
告
書
」
を
含
め
、
歯
科
医
療
の

一
翼
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
歯
科

一
翼
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
歯
科

技
工
士
の
方
々
の
調
査
時
点
の
実
態
調

技
工
士
の
方
々
の
調
査
時
点
の
実
態
調

査
に
よ
り
、
歯
科
技
工
を
委
託
す
る
側

査
に
よ
り
、
歯
科
技
工
を
委
託
す
る
側

の
歯
科
医
師
が
そ
の
内
容
を
知
り
、
理

の
歯
科
医
師
が
そ
の
内
容
を
知
り
、
理

解
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

解
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
な
お
、「

す
。
な
お
、「
２
０
２
１

２
０
２
１
報
告
書
」
は

報
告
書
」
は

日
技
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で
き

日
技
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で
き

ま
す
。

ま
す
。
２
０
２
２

２
０
２
２
年
度
診
療
報
酬
改
定

年
度
診
療
報
酬
改
定

で
は
、
金
パ
ラ
の
代
替
材
料
と
し
て
、

で
は
、
金
パ
ラ
の
代
替
材
料
と
し
て
、

新
た
に
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
イ
ン
レ

新
た
に
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
イ
ン
レ

ー
、
チ
タ
ン
前
装
冠
が
保
険
収
載
さ

ー
、
チ
タ
ン
前
装
冠
が
保
険
収
載
さ

れ
、
委
託
す
る
技
工
物
の
種
類
が
増
え

れ
、
委
託
す
る
技
工
物
の
種
類
が
増
え

ま
し
た
。「

ま
し
た
。「
２
０
２
１

２
０
２
１
報
告
書
」
は
、

報
告
書
」
は
、

こ
れ
ら
の
技
術
が
保
険
収
載
さ
れ
る
以

こ
れ
ら
の
技
術
が
保
険
収
載
さ
れ
る
以

前
の
調
査
で
す
が
、
多
く
の
興
味
深
い

前
の
調
査
で
す
が
、
多
く
の
興
味
深
い

結
果
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
会
と
し

結
果
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
会
と
し

n＝991 進めるべき
である

進めるべき
ではない 加重平均

歯科技工教育におけ
る修行年限延長
（最低３年制への移行）

61.9 %　 13.6 %　 3.7 %　

無免許者による歯科
技工への取り締まり
強化（業務独占の維
持）

87.2 %　 3.3 %　 4.4 %　

医療保険制度におけ
る「歯科技工報酬」
の明確化

91.8 %　 1.4 %　 4.6 %　

歯科技工士法違反事
例に対する罰則強化 74.0 %　 2.5 %　 4.1 %　

歯科技工所識別番号
付与による管理 52.2 %　 3.2 %　 3.7 %　

新卒者スキルアップ
等へ向けた
卒後研修制度の確立

78.2 %　 2.1 %　 4.1 %　

ＩＣＴやオンライン
を活用した多様な働
き方の推進

70.0 %　 2.6 %　 4.0 %　

S p e c i a l  S e r i a l N o . ４

将来の歯科技工業界に必要と思われる事項将来の歯科技工業界に必要と思われる事項

出典：2021歯科技工士実態調査報告書（1.共通項目編　問出典：2021歯科技工士実態調査報告書（1.共通項目編　問６６）から改変・引用）から改変・引用

て
は
、
会
員
の
先
生
方

て
は
、
会
員
の
先
生
方

に
、
そ
し
て
本
稿
を
読

に
、
そ
し
て
本
稿
を
読

ん
で
い
た
だ
い
た
全
国

ん
で
い
た
だ
い
た
全
国

の
歯
科
関
係
者
に
、
将

の
歯
科
関
係
者
に
、
将

来
の
歯
科
医
療
を
考
え
る
た
め
、「

来
の
歯
科
医
療
を
考
え
る
た
め
、「
２２

０
２
１

０
２
１
報
告
書
」
の
内
容
を
確
認
し
て

報
告
書
」
の
内
容
を
確
認
し
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。

い
た
だ
き
た
い
で
す
。

日
本
歯
科
技
工
士
会　

２
０
２
１

日
本
歯
科
技
工
士
会　

２
０
２
１

歯
科
技
工
士
実
態
調
査
報
告
書

歯
科
技
工
士
実
態
調
査
報
告
書

▶
写
真
は
人
流
が
戻
っ
た
新
宿
駅
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月日 部位 療法・処置 点数

再診 明細 再外来環１ ＋ ＋

前回ＳＲＰ後違和感はなく、異常所見なし。 ／

快恢快
嚇格嚇 Ｐ基検（検査結果 略）

症状安定したが、 以上の歯周ポケットあり。 ／

動揺度１。歯肉退縮および初期の根面う蝕あり。 ／

Ｐ画像 写真５枚 電子媒体保存 ＋ ×４

実地指１（文書提供 写しを添付）

歯ブラシの当て方を指導するよう指示。 ／

歯管 文（文書提供 写しを添付） ＋

歯清（ＤＨ 保険医花子）

兜瓦 咬調（二次性咬合性外傷の場合） 注③

蒲侃竃蒲 歯リハ１（１）

義歯の取り外し方法および清掃方法を指導。 ／

５ 再診 明細 再外来環１ ＋ ＋

治療後の違和感はなし。初診月から 月経過。 ／

歯管 文 長期 （文書提供 写しを添付）注④ ＋ ＋

間食を控え、ブラッシングを徹底するよう説明。 ／

快恢快
嚇格嚇 ＳＰＴ （スケーリング 歯清） 注⑤

実地指１（文書提供 写しを添付）（内容 略）

干鎌兜 Ｆ局（ＤＨ 保険医花子） 注⑥⑦⑧

フルオール・ゼリー歯科用２％。綿球で塗布。 ／

蒲侃竃蒲 歯リハ１（１）（内容 略）

８ ５ 再診 明細 再外来環

治療後違和感はないが、家族から歯ぎしりを指 ／

摘されたとのこと。上顎左右臼歯部に咬耗あり。 ／

快恢快
嚇格嚇 Ｐ基検（検査結果 略）

歯管 文 長期 （文書提供 写しを添付） ＋ ＋

ＳＰＴ （スケーリング 歯清）

壊海塊壊 咬調（一次性咬合性外傷の場合） 注⑨

実地指１（文書提供 写しを添付）（内容 略）

干鎌兜 Ｆ局（ＤＨ 保険医花子）（内容 略） 注⑩

年年度度診診療療報報酬酬改改定定
初初期期のの根根面面うう蝕蝕ののＦＦ局局おおよよびび咬咬調調
初期の根面う蝕に対するフッ化物歯面塗布処置（Ｆ局）の

適応が拡大し、歯科疾患管理料を算定している 歳以上の患
者にも算定できるようになった。また、咬合調整（咬調）の
区分が整理された。

患者： 歳・男性 注①

主訴：歯がしみる。入れ歯が合わない。

所見：残存歯の動揺度１度。他院製作の義歯不適合。

傷病名： Ｐ２、干鎌兜根Ｃ Ｂｒｘ 蒲侃竃蒲ＰＤフテキ 注②

施設基準：歯初診、明細、外来環１

《解説》

注① 今次改定で外来患者における初期の根面う蝕に対するフッ化物歯

面塗布処置（Ｆ局）が算定できるようになった。対象は、歯科疾患管理料

（歯管）を算定している65歳以上の患者である。

表１：Ｆ局の対象患者別の算定一覧（３カ月１回）

注② 初期の根面う蝕に対するＦ局を算定する際は、病名は「初期の根面

う蝕」または「根Ｃ」とする。

注③ 咬合調整の区分が下表のように整理された。レセプトの摘要欄には

該当する区分を記載する。 なお、今次改定に際し、4月以降は、3月末日

迄の算定日に係わらず算定できる。

表２：咬合調整の区分

注④ 長期管理加算（長期）を初めて算定する場合は、当該患者の治療経

過及び口腔の状態を踏まえ、今後の口腔管理に当たって特に留意すべき

事項を患者等に説明し、カルテには説明した内容の要点を記載する。

注⑤ 歯周病安定期治療（ＳＰＴ）を算定した日以降は、二次性咬合性外傷

の場合の咬調は、ＳＰＴに包括されて別に算定できない。なお、 初期の根

面う蝕に対するＦ局は、ＳＰＴに包括されないため別に算定できる。

注⑥ Ｆ局に用いる局所応用フッ化物製剤とは、２％フッ化ナトリウム溶液、

酸性フッ化リン酸溶液をいう。 フッ化物歯面塗布は、綿球による歯面塗布

法、トレー法及びイオン導入法などの通法に従って行う。

注⑦ 1回目のF局を算定する際は、レセプトの摘要欄に「初回 F局」と記

載する。なお、初診月の場合は記載を省略できる。

注⑧ 歯科医師ではなく、主治の歯科医師の指示を受けた歯科衛生士がF

局を行う場合は、主治の歯科医師は歯科衛生士の氏名をカルテに記載す

る。 歯科衛生士は、業務に関する記録を作成する。

注⑨ 歯ぎしりに係る咬調は、一次性咬合性外傷の場合の区分で算定す

る。 また、SPTに包括されていないため、SPTとは別に算定できる。

注⑩ Ｆ局は、3月に1回算定できる。 レセプトの摘要欄に、「F局 前回○

年○月」と記載する。

＊実態に即してご請求ください＊

区分 内容と目的
算定
回数

イ
一次性
咬合性
外傷

①歯ぎしりの際の咬合干渉の削合
②他院で金属歯冠修復物の過高部の削合
③過度の咬合圧を受ける天然歯の削合

６月１回

ロ
二次性
咬合性
外傷

①歯周炎の治療を目的として行う場合
〃

ハ
歯冠
形態
修正

①食物の流れを改善し歯周組織への為害
作用を極力阻止する場合
②舌、頬粘膜の咬傷を起こすような場合

〃

ニ
レスト
製作

①義歯新製又は義歯修理（鉤等の追加）を
行うに当たり、鉤歯と鉤歯の対合歯をレス
ト製作のために削除

３月１回

対象患者 病名 点数
主な変更点
（変更は下線）

う蝕多発
傾向者

Ｃ管理中
110
点

歯管または特疾管で管
理中の15歳以下

初期の根面
う蝕の患者

「初期の根面う蝕」
または「根Ｃ」

110
点

①在宅等の訪問診療
②歯管で管理中の65歳
以上

エナメル質
初期う蝕
の患者

「エナメル質初期う蝕」
または「Ｃｅ」

130
点

歯管で管理中。口腔内
カラー写真が必要。

快恢快
嚇格嚇
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米
国
で
長
期
進
行
す
る

　

歯
科
医
師
の
個
人
診
療
所
離
れ

大西富士男（おおにし・ふじお）
株式会社東洋経済新報社編集局報
道部記者。1959年生まれ。東京大
学文学部卒。東洋工業（現マツ
ダ）勤務を経て、東洋経済新報社
入社。「週刊東洋経済」等の編集、
ゼネコン、自動車、保険、商社な
どの担当を歴任。2017年からは製
薬・バイオベンチャー・医薬品卸
・薬局をメインに取材する。

　
今
回
は
、
ま
ず
、
最
近
気
に
な
っ
た
海
外
記
事
を
２
つ
紹

介
し
た
い
。
一
つ
目
は
、
歯
科
医
療
専
門
「
デ
ン
タ
ル
ト
リ

ビ
ュ
ー
ン
」
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
版
の
４
月
13
日
付
オ

ン
ラ
イ
ン
記
事
で
あ
る
。

他人事ではない！英国の歯科保険難民発生他人事ではない！英国の歯科保険難民発生
日本の歯科診療でも公的保険本質論議を

東
洋
経
済
新
報
社

編
集
局
報
道
部
記
者

大
西

富
士
男

私
の
目
に
映
る
歯
科
医
療
界

私
の
目
に
映
る
歯
科
医
療
界

連 載

第
15
回

　
冒
頭
で
、
米
国
で
歯
科
診
療

所
を
所
有・
経
営
す
る
歯
科
医

師
の
割
合
が
、
２
０
０
５
年
の

84・
7
％
か
ら
21
年
に
は
73
％

に
下
落
し
て
い
る
こ
と
が
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
。
16
年
間
の

ト
レ
ン
ド
は
今
後
と
も
不
可
逆

だ
と
専
門
家
は
み
て
い
る
。
こ

こ
に
は
複
数
要
因
が
関
係
し
て

い
る
。

増
え
る
女
性
歯
科
医
師
の

　

診
療
所
経
営
Ｄ
Ｓ
Ｏ

　
ま
ず
、
診
療
所
経
営
比
率
が

男
性
に
比
べ
、
元
々
低
い
女
性

歯
科
医
師
が
増
え
て
い
る
。
現

在
、
米
国
の
全
歯
科
医
師
の
う

ち
34・
５
％
を
占
め
て
い
る
女

性
歯
科
医
師
の
割
合
は
、
２
０

４
０
年
に
は
、
ほ
ぼ
半
分
に
ま

で
増
加
す
る
見
通
し
だ
。

　
人
口
の
年
齢
層
の
中
で
、
診

療
所
経
営
比
率
の
高
い
ベ
ビ
ー

ブ
ー
マ
ー
世
代
が
引
退
期
を
迎

協
会
活
動
日
誌  

２
０
２
２
年
5
月

６　金　第２回総務会議
９　月　第２回地域医療部会、
　　　　第２回広報・ホーム
　　　　ページ部会
10　火　内部監査
11　水　外部監査、第３回財政部会
12　木　第３回理事会
13　金　第１回メディア懇談会、
　　　　第２回共済部会
16　月　第２回経営管理部会
17　火　第２回社保･学術部会
18　水　第２回政策委員会、
　　　　国会要請行動
19　木　会員無料相談デー、

　　　　国会内集会、
　　　　休保審査会（医科）
23　月　医科歯科連携・合同会
　　　　議、保険医協会 医科と歯
　　　　科の健康まつり（仮）準
　　　　備委員会
25　水　第２回組織部会
26　木　「保険でよい歯を」全国連
　　　　   絡会、「保険でよい『歯』
　　　　   を」東京連絡会
27　金　第４回理事会、三役会議
28　土　休保審査会（全国）
29　日　施設基準講習会
30　月　休保審査会（加入審査）

　
二
つ
目
は
、
英
ガ
ー
デ
ィ
ア

ン
紙
の
５
月
１
日
付
け
記
事
。

「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に〝
歯
科
医
師

砂
漠
〞
が
出
現
」
の
見
出
し
通

り
、
内
容
も
衝
撃
的
だ
っ
た
。

  

「
治
療
を
受
け
る
ま
で
長
時

間
待
た
さ
れ
る
」
と
し
て
、
評

判
は
い
ま
一
つ
の
Ｎ
Ｈ
Ｓ

（N
a
tio
n
a
l H
e
a
lth 

S
erv
ice

／
国
民
保
健
サ
ー

ビ
ス
）
に
よ
り
、
国
民
皆
保
険

を
享
受
で
き
る
は
ず
の
英
国

え
、
逆
に
若
手
世
代
の
歯
科
医

師
が
大
量
流
入
す
る
。

　
元
々
、
若
手
の
診
療
所
の
所

有・
経
営
比
率
は
低
い
う
え
、

上
の
世
代
に
比
べ
単
独
の
診
療

所
経
営
志
向
が
低
い
と
い

う
、
こ
の
世
代
の
特
徴
も
あ

る
。
こ
れ
が
先
述
し
た
傾
向
に

さ
ら
に
拍
車
を
か
け
そ
う
だ
。

　
個
人
所
有
の
歯
科
診
療
所
に

様
々
な
経
営
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を

提
供
す
る
Ｄ
Ｓ
Ｏ（
歯
科
医
支

援
機
関
）
が
成
長
し
て
い
る
こ

と
も
、
単
独
経
営
の
歯
科
診
療

所
比
率
を
下
げ
る
要
因
に
な
っ

て
い
る
。
学
校
を
卒
業
し
た
ば

か
り
の
歯
科
医
師
で
Ｄ
Ｓ
Ｏ
参

加
計
画
が
あ
る
人
の
割
合

は
、
15
年
の
12
％
か
ら
20
年
に

は
30
％
に
上
昇
し
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は
、
単
独
経
営
診
療
所

比
率
を
さ
ら
に
落
と
す
こ
と
に

つ
な
が
る
は
ず
だ
。

　

英
国
で
は
歯
科
医
師
が

　

公
的
保
険
か
ら
大
量

ｅ
ｓ
ｃ
ａ
ｐ
ｅ

で
、
こ
と
歯
科
医
療
サ
ー
ビ
ス

で
、
こ
の
制
度
破
綻
の
予
兆
に

も
な
り
か
ね
な
い
由
々
し
き
事

態
が
生
じ
て
い
る
様
を
記
事
は

詳
述
し
て
い
る
。

20
年
の
９
５
１
人
に
続
き
、

21
年
に
は
約
２
０
０
０
人
の
歯

科
医
師
が
公
的
保
険
医
を
辞
め

た
。
歯
科
医
師
１
人
で
平
均
約

２
０
０
０
人
の
患
者
を
抱
え
て

い
る
た
め
、
公
的
な
歯
科
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
ず
困
っ

て
い
る
国
民
が
、
昨
年
だ
け
で

４
０
０
万
人
も
生
ま
れ
た
と
、

記
事
は
い
う
。

　
残
っ
た
歯
科
医
師
も
、
公
的

保
険
の
上
限
を
使
い
切
っ
た
後

は
患
者
に
自
費
診
療
料
金
を
請

求
す
る
。
患
者
も
、
公
的
保
険

の
歯
科
医
師
に
い
く
ら
電
話
し

て
も
無
駄
な
の
で
、
結
局
、
自

費
診
療
を
す
る
羽
目
に
な
っ
て

い
る
。

　
そ
の
結
果
出
現
し
た
の
が
、

周
囲
に
公
的
保
険
の
歯
科
医
師

が
一
人
も
い
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た「
歯
科
医
師
砂
漠
」。
そ
こ

で
は
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
人
口
10
万
人
当
た
り
の
歯

科
医
師
数
が
、
最
小
地
域
で
は

な
ん
と
32
人
に
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
地
域
の
住

民
の
中
に
は
、
遠
出
し

て
公
的
な
歯
科
医
療
機

関
を
受
診
す
る
人
ま
で

出
現
し
て
い
る
。

　
問
題
の
本
質
は
、
政

府
の
歯
科
医
療
費
支
出

の
少
な
さ
、
抑
制
か
ら

く
る
公
的
医
療
保
険
の

歯
科
医
療
サ
ー
ビ
ス
の

低
価
格
に
対
し
、
歯
科

医
師
か
ら
反
乱
が
起
き

て
い
る
と
い
う
こ
と
だ

ろ
う
。

　
国
民
皆
保
険
を
謳
い

な
が
ら
、
英
国
で
は
そ

こ
に
風
穴
が
開
き
つ
つ

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
記
事
中
で

も
識
者
が
指
摘
す
る
よ
う

に
、
最
も
し
わ
寄
せ
を
受
け

る
の
は
子
ど
も
や
体
の
不
自

由
な
人
、
介
護
施
設
で
生
活

す
る
人
を
は
じ
め
と
す
る
、

い
わ
ゆ
る
社
会
的
弱
者
に
他

な
ら
な
い
。

　

金
パ
ラ
問
題
も

　

公
的
保
険
の
本
質
巡
る
観
点
で
論
議
を

　

米
国
で
注
目
さ
れ
始
め
た

　

Ｄ
Ｓ
Ｏ
へ
の
参
加

　
女
性
医
師
の
比
率
上
昇
や
個

人
経
営
の
小
規
模
診
療
所
へ
の

競
争
圧
力
の
増
加
は
、
日
本
も

米
国
と
同
じ
。
米
国
の
個
人
立

歯
科
診
療
所
で
は
、
診
療
所
長

を
務
め
る
歯
科
医
師
が
経
営
強

化
・
維
持
の
た
め
、
そ
の
所
有

や
経
営
か
ら
離
れ
る
動
き
が
生

ま
れ
、
米
国
特
有
の
動
き
と
し

て
Ｄ
Ｓ
Ｏ
へ
の
個
人
立
歯
科
診

療
所
の
参
加
が
加
速
し
て
い
る

現
状
が
あ
る
。

　
大
方
が
個
人
立
診
療
所
経
営

の
道
を
志
向
し
て
き
た
日
本
の

歯
科
医
師
は
、
米
国
と
同
様
の

問
題
に
直
面
し
た
場
合
、
ど
う

解
決
の
道
を
見
出
そ
う
と
す
る

の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
は
、
歯
科

医
療
関
連
団
体
を
含
め
て
真
剣

に
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　
英
国
の
例
も
対
岸
の
火
事
と

は
し
て
い
ら
れ
な
い
は
ず
だ
。

問
題
の
根
に
あ
る
英
国
政
府
の

医
療
財
政
抑
制
政
策
は
、
程
度

の
差
こ
そ
あ
れ
日
本
も
同
じ

だ
。
歯
科
診
療
価
格
を
抑
制
し

過
ぎ
れ
ば
、
相
対
的
に
高
い
料

金
を
請
求
で
き
る
自
費
診
療
へ

歯
科
医
師
が
逃
げ
出
す
形
で
、

国
民
皆
保
険
制
度
の
実
質
空
洞

化
を
招
き
か
ね
な
い
。

　
空
洞
化
が
起
き
れ
ば
歯
科
診

療
へ
の
公
的
支
出
は
減
る
か
も

し
れ
な
い
。
だ
が
、
こ
れ
が
国

民
的
に
望
ま
し
い
か
は
英
国
の

例
を
見
る
ま
で
も
な
く
、
大
い

に
疑
問
だ
。

　
高
い
自
費
診
療
を
受
け
る
経

済
的
な
余
裕
の
あ
る
人
で
も
歯

科
診
療
へ
の
出
費
は
さ
ら
に
増

え
る
う
え
、
自
費
診
療
が
受
け

ら
れ
な
い
社
会
的
弱
者
と
の
格

差
問
題
は
、
さ
ら
な
る
国
民
的

分
断
を
促
す
こ
と
に
な
る
。

　
既
に
東
京
歯
科
保
険
医
協
会

は
、歯
科
医
療
費
の
総
枠
拡
大
、

歯
科
診
療
報
酬
引
き
上
げ
、
75

歳
以
上
の
窓
口
負
担
引
き
上
げ

撤
回
に
加
え
、
本
年
３
月
に
は

金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金
の
原
価

割
れ
へ
の
公
的
資
金
投
入
な
ど

に
よ
る
解
消
を
決
議
し
て
い

る
。
金
パ
ラ
へ
の
公
的
資
金
投

入
に
つ
い
て
は
内
部
で
も
様
々

な
議
論
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、

問
題
提
起
の
意
義
は
大
き
い
。

　
本
年
５
月
、
政
府
が
緊
急
避

難
的
に
金
パ
ラ
合
金
の
価
格
ア

ッ
プ
を
決
め
た
の
は
、
地
道
な

改
善
を
求
め
て
き
た
貴
協
会
を

含
め
、
関
係
者
に
は
歓
迎
す
べ

き
こ
と
だ
が
、
そ
も
そ
も
異
常

な
金
パ
ラ
価
格
上
昇
を
患
者
サ

イ
ド
に
負
わ
せ
る
こ
と
や
、
価

格
改
定
制
度
の
根
本
的
な
欠
陥

が
、
歯
科
医
師
な
ど
へ
の
逆
ザ

ヤ
（
損
失
）
負
担
を
強
い
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
、
公
的
医
療

保
険
の
本
質
や
そ
の
維
持
の
観

点
か
ら
適
切
か
否
か
を
国
民
的

に
議
論
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
そ
の
際
の
論
点
の
一
つ
と
し

て
、
政
府
は
歯
科
医
師
が
患
者

さ
ん
に
対
し
、
逆
ザ
ヤ
分
だ
け

不
当
に
安
い
公
的
保
険
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
さ
せ
て
い
る
形
に
な

っ
て
い
る
た
め
、
英
国
同
様
に
、

行
き
過
ぎ
れ
ば
公
的
保
険
空
洞

化
の
発
生
リ
ス
ク
が
内
包
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
ほ

し
い
。
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◆
第
２
回(

暫
定)

理
事
会
◆

４
月
28
日
㈭
、
午
後
８
時

00
分
〜
９
時
50
分
。
会
長
、

副
会
長
５
名
、
理
事
12
名
、

監
事
２
名
、
事
務
局
６
名
の

出
席
。

【
政
策
課
題
】　
①
２
０
２

２
年
度
診
療
報
酬
改
定
の
影

響
と
問
題
点
に
つ
い
て
の
会

員
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
に
向
け

て
議
論
。
ア
ン
ケ
ー
ト
案
に

政
策
委
員
会
で
検
討
を
加

え
、
理
事
会
に
提
案
す
る
こ

と
を
確
認
。
②
疑
義
解
釈
の

発
出
が
必
要
な
項
目
に
つ
い

て
の
意
見
を
政
策
委
員
会
に

出
し
て
も
ら
い
、
厚
労
省
に

照
会
を
か
け
る
こ
と
を
検
討

す
る
。
③
金
パ
ラ
の
市
場
価

格
と
公
示
価
格
と
の
乖
離
に

よ
る
原
価
割
れ
が
起
き
て
い

る
問
題
に
つ
い
て
、
各
協
会

の
改
善
策
を
検
討
し
、
当
協

会
と
し
て
の
改
善
案
に
つ
い

て
協
議
。
④
東
京
都
予
算
要

請
に
つ
い
て
、
要
望
す
る
た

め
の
質
問
を
各
部
で
作
成
す

る
。
⑤
７
月
10
日
投
開
票
予

定
の
参
議
院
選
挙
に
向
け
て

政
党
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
当
協
会
機
関
紙
６
月
号

に
掲
載
す
る
。

【
運
動
課
題
】　
「
75
歳
以
上

医
療
費
窓
口
負
担
２
割
化
中

止
を
求
め
る
請
願
署
名
」
の

取
り
組
み
と
状
況
の
方
向
を

確
認
。

◆
第
３
回(

暫
定)

理
事
会
◆

５
月
12
日
㈭
、
午
後
７
時
00

分
〜
９
時
40
分
。
会
長
、
副

会
長
５
名
、
理
事
14
名
、
監

事
２
名
、
事
務
局
16
名
の
出

席
。

【
診
療
報
酬
改
定
へ
の
対

応
】　
①
電
子
的
保
健
医
療

情
報
活
用
加
算
に
つ
い
て
の

疑
義
解
釈
、
②
新
点
数
説
明

会
の
参
加
状
況
、
視
聴
数
、

冊
子
販
売
数
、
な
ど
の
報
告

を
確
認
。

【
各
部
検
討
課
題
】　
①
院

内
感
染
防
止
対
策
講
習
会
を

６
月
15
日
㈬
に
会
場
開
催
す

る
こ
と
、
②
「
新
規
指
導
の

対
象
に
つ
い
て
」
が
通
知
さ

れ
て
い
る
こ
と
、
③
無
歯
科

医
地
区
な
ど
を
含
む
過
疎
地

域
に
お
け
る
「
訪
問
歯
科
診

療
」
の
安
定
供
給
に
関
す
る

調
査
研
究
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
調
査
）

に
協
力
す
る
こ
と
、
④
新
点

数
を
テ
ー
マ
に
７
月
を
目
標

に
地
区
懇
談
会
を
開
催
す
る

こ
と
、
な
ど
を
確
認
。

【
定
期
総
会
の
準
備
】

６

月
19
日
㈰
開
催
の
第
50
回
定

期
総
会
に
提
案
す
る
決
算
案

（
一
般
会
計
、
共
済
特
別
会

計
）、
会
計
監
査
報
告
（
外

部
監
査
、
内
部
監
査
）、
業

務
監
査
報
告
、
予
算
案
を
確

認
。

【
組
織
の
現
勢
】

５
月
１

日
付
会
員
数
５
９
２
０
名

（
入
会
21
名
、退
会
14
名
）。

2022年度
第2・3回(暫定)
理 事 会
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４
年
毎
に
総
選
挙
が
行
わ
れ
る
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
で
、
前
回
総
選
挙
が
行
わ
れ

た
の
は
２
０
１
８
年
９
月
。
投
票
率
は
、

全
世
代
で
87
・
２
％
、
18
〜
24
歳
は
84

・
９
％
に
の
ぼ
り
ま
す
。
一
方
、
日
本

の
参
議
院
選
挙
（
２
０
１
９
年
）
の
投

票
率
は
、
全
世
代
で
48
・
８
％
、
10
代

は
32
・
28
％
、
20
代
は
30
・
96
％
と
、

10
〜
20
代
の
投
票
率
は
低
水
準
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
過
去
50
年

間
、
国
政
選
挙
で
の
投
票
率
が
80
％
を

下
回
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

理
由
と
し
て
、
選
挙
に
は
18
歳
か
ら
立

候
補
で
き
る
た
め
、
30
歳
以
下
の
若
い

政
治
家
が
日
本
よ
り
も
数
が
多
い
こ
と

や
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、「
高
福
祉
・

高
負
担
」
型
の
福
祉
国
家
と
さ
れ
、
高

い
税
金
や
社
会
保
険
料
に
よ
っ
て
支
え

ら
れ
る
た
め
、
国
民
が
税
金
の
使
い
方

に
厳
し
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、「
自
分
の
投
票
で
社
会
が
変
わ

る
」
と
い
う
主
権
者
と
し
て
の
教
育
が

幼
児
教
育
段
階
か
ら
行
き
届
き
、
国
民

意
識
が
高
い
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

内
閣
府
が
２
０
１
８
年
６
月
に
行
っ

た
「
我
が
国
と
諸
外
国
の
若
者
の
意
識

に
関
す
る
調
査
」
に
よ
る
と
、
政
治
に

対
す
る
関
心
度
に
つ
い
て
、
日
本
の
若

者
に
回
答
を
求
め
た
と
こ
ろ
『
関
心
が

あ
る
』（「
非
常
に
関
心
が
あ
る
」
と

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
関
心
が
あ

る
」
の
合
計
）
と
答
え
た
人
の
割
合
は

43
・
５
％
で
、
デ
ー
タ
の
あ
る
７
カ
国

の
中
で
最
も
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

※
参
考
（
総
務
省
資
料
よ
り
）：
ド
イ

ツ
（
70
・
６
％
）、
ア
メ
リ
カ
（
64

・
９
％
）、
イ
ギ
リ
ス
（
58
・
９

％
）、
フ
ラ
ン
ス
（
57
・
５
％
）、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
（
57
・
１
％
）、
韓
国

（
53
・
５
％
）

日
本
で
は
２
０
１
５
年
に
選
挙
権
年

齢
が
20
歳
か
ら
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ

ま
し
た
が
、
内
閣
府
の
調
査
結
果
や
投

票
率
か
ら
も
、
選
挙
に
は
基
本
的
に
参

加
す
べ
き
だ
と
い
う
意
識
が
あ
る
も
の

の
、
若
者
の
反
応
は
薄
い
で
す
。
ま

た
、
若
者
に
限
ら
ず
、
政
治
に
つ
い
て

十
分
な
知
識
が
な
い
こ
と
か
ら
、
投
票

し
に
く
い
と
感
じ
て
躊
躇
す
る
人
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
重
要
な
の
は
、
政

治
に
関
心
を
抱
く
こ
と
を
た
め
ら
わ

ず
、
ま
ず
は
選
挙
に
参
加
し
て
政
治
や

社
会
問
題
に
理
解
を
深
め
、
自
身
の
投

票
で
社
会
が
変
わ
る
と
意
識
付
け
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に

も
、
主
権
者
と
し
て
の
教
育
が
必
要
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

金パラ原価割れ解消へ
国会議員に要請

５
月
18
日
、
坪
田
有
史
会
長

が
金
パ
ラ
原
価
割
れ
解
消
お
よ

び
75
歳
以
上
の
窓
口
負
担
２
割

化
の
中
止
を
求
め
、
渡
辺
孝
一

氏
（
総
務
大
臣
政
務
官
・
自
民

／
歯
科
医
師
）、
伊
藤
俊
輔
氏(

立
憲)

、
牧
山
ひ
ろ
え
氏
（
立

憲
）、
宮
本
徹
氏
（
共
産
）
ら

国
会
議
員
と
懇
談

し
、
歯
科
医
療

機
関
の
現
状
を

訴
え
た
。

そ
の
中
で
渡

辺
氏
は
「
金
パ

ラ
の
問
題
の
解

決
だ
け
で
な

く
、
代
替
材
料

の
検
討
も
必
要

で
は
な
い
か
」

と
指
摘
。
牧
山

氏
は
「
ウ
ク
ラ

イ
ナ
情
勢
か

ら
、
金
パ
ラ
を

歯
科
で
用
い
る

の
が
厳
し
く
な

っ
て
い
る
」
と

金
パ
ラ
使
用
の
窮
状
に
理
解
を

示
し
た
。
ま
た
、
伊
藤
氏
は

「
社
会
保
障
問
題
は
重
要
な
テ

ー
マ
で
あ
る
」
と
述
べ
、
宮
本

氏
は
「
医
療
費
削
減
の
試
算
に

は
受
診
抑
制
の
影
響
も
含
ま
れ

て
い
る
」
と
、
75
歳
以
上
の
窓

口
負
担
２
割
化
に
伴
う
受
診
抑

制
や
重
症
化
に
懸
念
を
示
し
た
。

要
請
を
行
っ
た
の
は
、
以
下

の
各
氏
（
順
不
同
、敬
称
略
）。

◆
衆
議
院

自
民
　
後
藤
茂
之
、
渡
辺
孝
一

　
　
越
智
隆
雄
、
若
宮
健
嗣

立
憲
　
伊
藤
俊
輔

共
産
　
宮
本
徹

◆
参
議
院

自
民
　
島
村
大
、
森
ま
さ
こ

国
民
　
田
村
ま
み

立
憲
　
川
田
龍
平
、
牧
山
ひ
ろ
え

共
産
　
吉
良
よ
し
子

金パラ問題　理解示す

若
者
の
投
票
率
向
上
へ

政
治
理
解
深
め
る
教
育
を

75
歳
以
上
の
医
療
費
窓
口
負
担
の
負

担
割
合
が
、
今
年
10
月
よ
り
１
割
か
ら

２
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
を
中
止

す
る
べ
く
、
協
会
は
３
月
か
ら
５
月
に

お
い
て
署
名
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
会

員
の
方
々
か
ら
約
３
０
０
０
筆
に
も
及

ぶ
署
名
が
集
ま
り
、
随
時
、
国
会
議
員

を
通
じ
て
国
会
に
提
出
し
て
い
ま

す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ま
た
、
会
員
の
先
生
か
ら
は
、
直

筆
の
お
手
紙
で
「
高
齢
に
よ
る
体
の
不

具
合
で
、
複
数
の
医
療
機
関
を
受
診
さ

れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
患
者
さ
ん
を
見
ま

す
。
年
金
収
入
に
頼
っ
て
一
生
懸
命
生

き
て
お
ら
れ
る
姿
を
見
ま
す
と
、
２
割

負
担
は
厳
し
い
と
感

じ
ま
す
。
高
齢
者
の

い
の
ち
・
健
康
・
人

権
を
守
り
、
笑
顔
で

生
活
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、「
署
名
用
紙
が
届
い
て
、

初
め
て
２
割
化
に
な
る
と
知
っ
た
」、

「
75
歳
以
上
で
、
今
病
気
の
た
め
通
院

し
て
い
る
。
自
分
と
同
世
代
の
負
担
が

２
倍
に
な
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
通
り
の
通

院
は
難
し
い
と
思
う
」、「
現
役
世
代
の

負
担
が
月
30
円
ほ
ど
し
か
減
ら
な
い
の

な
ら
、
そ
も
そ
も
負
担
割
合
を
引
き
上

げ
る
必
要
が
あ
る
の
か
」
な
ど
、
様
々

な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

協
会
は
引
き
続
き
、
75
歳
以
上
の
窓

口
負
担
割
合
２
割
化
の
中
止
を
求
め
要

請
を
続
け
ま
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　

75
歳
以
上
の
負
担
割
合
２
割
化
中
止
署
名

　この夏、診療所などで使える休診案内をご用
意しました。診療所の夏季休診にあわせてご使
用ください。ポスターは以下のQRコードからダ
ウンロードの上、ご利用ください。また、注文
用ページよりお問い合わせいただければポスタ
ーを発送いたしますので、お申込みください。

ダウンロード用 注文用
▲ サイズ　A 4縦（カラー）

▲ サイズ　A 4横（カラー）

無料でダウンロードいただけます　ぜひご活用ください

夏季休診案内ポスター

第33回全国保険医写真展
　全国保険医団体連合会（保団連）文化部は、全国の保険医協会・保険医会会

員・事務局とその家族、従業員の方が日頃撮影した写真を募集し、「全国保険医

写真展」を開催しています。

　今年で33回目を迎え、６月28日㈫から７月３日㈰まで、千代田区・半蔵門にあるＪ

ＣＩＩフォトサロン クラブ25にて展示会を開催します。ぜひお越しください。 

◆日　程：2022年６月28日（火）

　　　　～７月３日（日）

◆時　間：午前10時～午後５時

◆場　所：ＪＣＩＩフォトサロン

　　  クラブ25

　　　（ＪＣＩＩビル地下１階）

◆主　催：全国保険医団体連合会

※写真はイメージ

▶
写
真
は
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）

年齢 男性 女性 投票率
18－24歳 82.3 87.7 84.9
25－29歳 82.6 87.8 85.1
30－34歳 84.6 87.8 86.2
35－39歳 85.8 88 86.9
40－44歳 87.3 89.3 88.3
45－49歳 88.6 90.6 89.6
50－54歳 88.2 90.7 89.4
55－59歳 87.9 90.5 89.2
60－64歳 88.6 90.9 89.7
65－69歳 89.5 91 90.3
70－74歳 90.2 90.3 90.3
75－79歳 88.9 87.3 88
80－歳 80.3 71.6 75.1
全世代 86.5 87.8 87.2

2018年9月　スウェーデン総選挙結果

出典　スウェーデン中央統計局データを基に作成

視点



東
京
歯
科
保
険
医
協
会
の
監

事
を
務
め
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
約
７
年
に
な
る
。
業
務
は
春

と
秋
に
行
う
会
務
の
執
行
と
会

計
の
監
査
で
は
あ
る
が
、
そ
の

た
め
に
月
２
回
の
理
事
会
に
出

席
し
て
、
協
会
の
事
業
が
ど
の

よ
う
に
執
行
さ
れ
て
い
る
か
を

傍
聴
し
て
い
る
。

監
査
業
務
の
内
容
は
、
保
険

診
療
を
行
っ
て
い
る
歯
科
医
院

の
経
営
と
全
て
の
医
療
従
事
者

の
生
活
と
権
利
を
守
る
協
会
活

動
の
一
切
で
あ
る
。
来
年
設
立

50
周
年
を
迎
え
る
本
協
会
の
事

業
活
動
は
、
多
岐
に
わ
た
っ
て

い
る
。
歯
科
保
険
医
と
患
者
の

立
場
に
立
っ
た
保
険
診
療
の
実

践
、
歯
科
医
師
の
現
在
の
生
活

基
盤
対
策
と
将
来
設
計
と
し
て

の
共
済
事
業
、
歯
科
医
師
と
な

っ
て
か
ら
の
生
涯
研
修
、
新
技

術
や
新
規
器
材
の
習
得
の
た
め

の
学
術
活
動
の
３
つ
が
主
な
よ

う
に
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
歯
科

医
院
の
経
営
的
側
面
へ
の
支
援

も
大
切
で
あ
る
。
昨
今
の
歯
科

医
院
の
経
営
に
は
、
一
般
的
な

開
業
準
備
、
経
理
、
税
務
、
労

務
、
ス
タ
ッ
フ
教
育
、
患
者
教

育
に
つ
い
て
の
知
識
と
実
務
が

求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
歯

科
医
学
教
育
の
中
で
習
得
す
る

こ
と
が
少
な
い
。

こ
の
よ
う
な
協
会
の
総
合
的

な
活
動
が
、
歯
科
医
師
か
ら

「
頼
り
に
な
る
協
会
」
と
の
評

価
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
２
年
を
超
え
る

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
社
会
問
題
を

押
し
の
け
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情

勢
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い

る
。
先
の
大
戦
で
悲
惨
な
体
験

を
し
た
私
た
ち
だ
か
ら
こ

そ
、
平
和
へ
の
希
求
は
強
く
、

通
奏
低
音
の
よ
う
に
世
代
を
繋

い
で
響
い
て
い
る
。

歯
科
医
師
と
い
う
専
門
家
集

団
の
協
会
も
こ
の
事
態
を
看
過

で
き
ず
、
２
０
２
２
年
３
月
４

日
に
理
事
会
声
明
を
発
表
し

た
。
真
の
世
界
平
和
の
実
現
に

向
け
た
具
体
的
な
行
動
は
５
つ

目
の
協
会
活
動
で
あ
る
が
、
よ

り
一
層
の
拡
が
り
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
中
立
・
公
平
で
客

観
的
な
会
員
へ
の
広
報
活
動
を

提
供
す
る
必
要
が
あ
る
と
私
は

思
っ
て
い
る
。

我
が
国
は
、
北
方
領
土
、
竹

島
、
尖
閣
諸
島
と
い
う
領
土
問

題
を
抱
え
、
さ
ら
に
広
島
、
長

崎
、
第
五
福
竜
丸
、
東
京
電
力

福
島
第
一
原
発
と
い
う
核
被
爆

体
験
の
上
に
、
ロ
シ
ア
、
中

国
、
北
朝
鮮
と
い
う
核
保
有
国

と
対
峙
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

状
況
に
あ
る
。
他
に
も
、
差

別
、
虐
待
、
飢
餓
、
資
源
・
食

糧
問
題
等
々
、
地
球
規
模
の
係

争
の
火
種
が
身
近
に
あ
る
。

そ
の
意
味
で
、
い
ま
私
は
我

が
国
の
近
現
代
史
に
関
心
を
寄

せ
て
い
る
。

機
関
紙
５
月
号
に

つ
い
て
、
通
信
員

50
名
の
便
り
か
ら

抜
粋
し
ま
し
た
。

 

通
信
員
便
り

通
信
員
便
り    

№№
11９11９122122

◆
協
会
で
は
「
保
険
請
求
」「
個

別
指
導
相
談
」「
医
事
相
談
」

「
経
営
税
務
相
談
」「
共
済

相
談
」
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
が
ご
存
じ
で
す
か
。
協
会

の
対
応
へ
の
印
象
な
ど
が
あ

れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

・
必
要
な
時
に
は
、
ま
ず
協
会

に
相
談
し
て
い
て
助
か
っ
て

い
ま
す
。

（
他
３
名
）

・
対
応
は
非
常
に
丁
寧
で
と
て

も
助
か
り
ま
す
。（
他
１
名
）

・
保
険
請
求
に
つ
い
て
月
に
数

回
程
度
問
い
合
わ
せ
て
お
り

ま
す
。

（
他
９
名
）

・
患
者
さ
ん
と
の
ト
ラ
ブ
ル
に

な
り
そ
う
な
場
合
も
相
談
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

・
協
会
が
こ
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
し
て
い
る
の
で
，
い
ざ

と
い
う
時
は
心
強
い
と
思
っ

て
ま
す
。

・
開
業
当
初
は
分
か
ら
な
い
こ

と
ば
か
り
で
大
分
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
、
休
業
す
る
際
の
共
済

の
休
業
補
償
金
の
申
請
に
つ

い
て
も
親
切
か
つ
迅
速
に
教

え
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
助

か
り
ま
し
た
。

・
回
答
も
素
早
く
、
大
変
あ
り

が
た
い
で
す
。

・
個
別
指
導
相
談
を
何
回
か
利

用
し
た
。

・
経
営
税
務
相
談
（
顧
問
税
理

士
）
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

（
他
１
名
）

・
保
険
請
求
や
レ
セ
プ
ト
の
返

戻
の
問
い
合
わ
せ
で
は
、
最

近
の
返
戻
の
傾
向
な
ど
も
情

報
が
集
ま
っ
て
い
る
の
で
と

て
も
役
に
立
つ
と
思
う
。

◆
４
・
５
月
号
紙
面
で
、
２
０

２
２
年
度
診
療
報
酬
改
定
に

関
す
る
会
員
の
先
生
の
寄
稿

文
を
掲
載
し
ま
し
た
。
ご
感

想
を
。

・
タ
イ
ム
リ
ー
な
内
容
で
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。（
他
１
名
）

・
寄
稿
さ
れ
た
方
の
問
題
意
識

の
高
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。

（
他
１
名
）

・
会
員
の
先
生
方
の
現
在
興
味

の
あ
る
生
の
声
が
聞
け
る
の

が
良
い
で
す
。
（
他
１
名
）

・
と
て
も
い
い
企
画
だ
と
思
い

ま
す
。

（
他
１
名
）

西田 紘一
（監事／八王子市）

「
患
者
側
の
意
識
は
？
」

「
患
者
側
の
意
識
は
？
」

金
パ
ラ
価
格
変
動
に
つ
い
て
議
論

金
パ
ラ
価
格
変
動
に
つ
い
て
議
論

第
１
回
メ
デ
ィ
ア
懇
談
会

協
会
は
５
月
13
日
、
第
１
回

（
通
算
89
回
）
メ
デ
ィ
ア
懇
談

会
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
し
た
。
松
島

良
次
副
会
長
が
説
明
、
広
報
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
部
長
の
早
坂
美

都
理
事
が
司
会
を
務
め
、
メ
デ

ィ
ア
各
社
が
参
加
し
た
。
今
回

は
、「
２
０
２
２
年
度
診
療
報

酬
改
定
に
つ
い
て
」「
理
事
会

声
明
『
プ
ラ
ス
改
定
を
感
じ
ら

れ
な
い
』」「
新
点
数
説
明
会

会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
」「
金
パ
ラ

緊
急
改
定
」
な
ど
８
項
目
を
も

と
に
議
論
を
深
め
た
。

こ
れ
ま
で
の
メ
デ
ィ
ア
懇
談

会
で
も
議
論
の
中
心
に
な
っ
て

き
た
金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金
の

価
格
改
定
に
つ
い
て
、
メ
デ
ィ

ア
か
ら
は
「
患
者
は
価
格
変
動

が
窓
口
負
担
に
影
響
す
る
こ
と

を
気
に
し
て
い
る
の
か
」
と
、

歯
科
側
と
患
者
側
の
間
に
、
問

題
意
識
の
差
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
声
が
上
が
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
松
島
副
会
長

は
、「
価
格
が
変
動
し
、
患
者

か
ら
不
信
感
を
抱
か
れ
な
い
よ

う
に
、
同
一
料
金
で
診
療
し
た

い
。
価
格
を
気
に
し
て
治
療
方

法
を
選
ぶ
の
は
医
療
で
は
な

い
」
と
、
安
定
し
た
医
療
の
提

供
に
は
、
定
額
で
材
料
価
格
を

維
持
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
説
明
し
た
。
ま
た
、
わ
ず
か

な
変
動
で
診
療
所
側
の
赤
字
が

発
生
し
得
る
と
い
う
、
極
め
て

不
安
定
な
状
況
に
あ
る
こ
と
を

訴
え
た
。

そ
し
て
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ

イ
ン
レ
ー
な
ど
を
例
に
上

げ
、
今
次
改
定
に
よ
り
患
者
か

ら
「
白
い
歯
」
を
求
め
ら
れ
る

ケ
ー
ス
が
増
え
、
ト
ラ
ブ
ル
に

つ
な
が
る
こ
と
を
懸
念
。
歯
科

医
師
が
、
白
い
歯
に
耐
え
ら
れ

る
患
者
か
否
か
を
正
し
く
評
価

す
る
必
要
が
あ
る
が
、
歯
の
耐

久
性
が
な
い
患
者
に
入
れ
れ

ば
、
補
綴
物
の
破
損
な
ど
を
引

き
起
こ
し
、
患
者
ト
ラ
ブ
ル
に

発
展
す
る
と
説
明
。
代
替
材
料

の
使
用
に
は
十
分
な
検
討
が
必

要
で
あ
る
こ
と
を
語
っ
た
。

協会の役割協会の役割

早坂美都理事

（ 1 2）第６２７号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２２年（令和４年）６月１日 （第三種郵便物認可）

ホームページアドレス e-mailhttps:／／www.tokyo-sk.com／ info@tokyo-sk.com

　「サンリオピューロランド」ほ
か、優待サービスをご用意して
おります。右のQRコ
ードからをお申し込
みください。

　「口腔細菌定量検査はどう算定する
の」「根面う蝕のF局の対象患者は」…
その答えは、すべてデンタ
ルブックにあります。東京
歯科保険医協会の会員は無
料でご利用いただけます！
　QRコードより、新規登
録をお願いします。

2022年４月

金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金
（
以

下
、
金
パ
ラ
）
の
価
格
が
、
２

０
２
１
年
12
月
か
ら
３
カ
月
た

ら
ず
で
約
２
倍
に
高
騰
し
、
過

去
最
高
価
格
と
な
っ
て
い

る
。
背
景
に
は
ロ
シ
ア
に
よ
る

金パラ高騰で金パラ高騰で
経営圧迫経営圧迫
逆ザヤ続く逆ザヤ続く

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
あ
り
、
歯

科
医
療
機
関
に
お
け
る
「
逆
ザ

ヤ
」
状
態
が
拡
大
し
て
い
る
。

現
状
、
金
パ
ラ
の
市
場
価
格

は
、
30
グ
ラ
ム
あ
た
り
の
保
険

償
還
価
格
８
万
８
５
３
０
円
に

対
し
、
市
場
価
格
は
12
万
円
を

超
え
る
。
４
月
の
診
療
報
酬
改

定
で
保
険
償
還
価
格
は
30
グ
ラ

ム
あ
た
り
９
万
４
４
７
０
円
に

引
き
上
げ
ら
れ
た
が
、
依
然
と

し
て
市
場
価
格
と
は
大
き
な
開

き
が
あ
る
。

歯
科
医
療
機
関
の
経
営
に
お

い
て
、
金
パ
ラ
の
逆
ザ
ヤ
は
、

こ
れ
ま
で
も
大
き
な
影
響
を
与

え
て
き
た
。
市
場
価
格
を
後
追

い
す
る
こ
れ
ま
で
の
制
度
に
対

し
、
４
月
か
ら
の
価
格
改
定
制

度
は
、
後
追
い
の
タ
イ
ム
ラ
グ

に
よ
り
生
じ
る
価
格
乖
離
を
緩

和
す
る
も
の
。
素
材
価
格
の
変

動
が
緩
や
か
に
な
れ
ば
、
一
定

の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
内
容
と

な
っ
て
い
る
。

５
月
18
日
に
開
催
さ
れ
た
中

央
社
会
保
険
医
療
協
議
会

で
、
７
月
以
降
に
歯
科
用
金
銀

パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金
な
ど
の
歯
科

用
貴
金
属
の
価
格
を
引
き
上
げ

る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
歯
科
鋳

造
用
金
属
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金

は
、
１
グ
ラ
ム
当
た
り
３
４
１

３
円
か
ら
３
７
１
５
円
に
引
き

上
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
今
次
改
定
か
ら
変
動

幅
に
係
ら
ず
３
月
ご
と
に
価
格

が
変
更
さ
れ
る
た
め
、
14
Ｋ
、

銀
合
金
な
ど
の
点
数
も
７
月
以

降
に
変
更
さ
れ
る
。

区分 １g当たりの告示価格

５月～６月 ７月～９月

歯科用14カラット金合金鉤用線 6,152円 6,702円

歯科鋳造用金銀パラジウム合金 3,413円 3,715円

歯科鋳造用銀合金 第1種 145円 152円

歯科鋳造用銀合金 第２種 178円 185円

７
月
金
パ
ラ
引
き
上
げ

１
ｇ  

３
４
１
３
円

⬅

３
７
１
５
円
に

電子書籍 「デンタルブック」電子書籍 「デンタルブック」

新規会員
登録ページ

会員優待サービス会員優待サービス

ご案内ご案内

お申し込みページ

右
表
：
歯
科
用
貴
金
属
価
格
の

告
示
価
格
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